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しまばら芝桜公園
　島原の新名所として、昨年４月にオープンした「しまばら芝桜公園」（上
折橋町）で「第２回 しまばら芝桜まつり」が開催されます。
　芝桜公園には 25 万株の色とりどりの芝桜が植栽され、「芝桜公園をつく
る会」を中心としたボランティアの皆さんにより整備されています。
　今は、訪れる人たちの目を楽しませてくれる公園ですが、「雲仙・普賢岳
噴火災害」時は、市中心部への土石流到達を防ぐための締切堤防が設置さ
れた場所でもありました。
　皆さんも、平成新山を一望できる芝桜公園で春を感じるとともに、故郷
で起きた自然災害について、考える機会にしてみてはいかがでしょうか。

（平成 24 年４月撮影）

▶芝桜公園環境保全・維持管理協力金　３００円（高校生以下無料）
▶見ごろ　４月上旬～４月下旬　９時～ 17 時
▶アクセス　「島原中央道路」島原ＩＣから山側へ約 500メートル
▶問い合わせ先　芝桜公園をつくる会事務局（島原温泉観光協会内　☎ 62-3986）

駐車場無料
トイレ完備
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平成 25 年度

  施 政 方 針
３月４日に開会した３月市議会定例会において、
古川市長が「平成 25 年度 施政方針」を発表し
ました。

島原市は、人口減少や高齢化が全国平均を上回るペースで推移するなど厳しい状況が続いています
が、今こそ島原の持つ個性を生かし、中長期的な発展に向けた取り組みを果敢に実行します。
そのため、重点分野として次の７つの施策を掲げ取り組みを進めます。

「島原の持つ個性を生かした取り組み」を基本理念に

１　
総
務
部
門

　
行
財
政
運
営
の
見
直
し
は
、
ま
ず
、
有

明
庁
舎
の
有
効
活
用
や
大
手
広
場
の
再
開

発
に
も
留
意
し
つ
つ
、
市
庁
舎
建
設
計
画

の
見
直
し
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
市
役
所
の
組
織
は
、

分
か
り
や
す
く
親
し

み
や
す
い
窓
口
を
目

指
し
見
直
し
に
取
り

組
み
ま
す
。
加
え
て
、

平
日
に
お
け
る
各
種

証
明
書
の
早
朝
発
行

の
導
入
に
努
め
ま
す
。

　
行
政
改
革
は
、
定
員
管
理
の
適
正
化
や

民
間
活
力
の
導
入
な
ど
、
さ
ら
な
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、「
行
政
評
価
委
員
会
」
に
よ
る
行

政
評
価
を
活
用
し
て
行
政
の
施
策
や
運
営

な
ど
を
評
価
し
、
事
務
事
業
評
価
と
併
せ

て
効
率
的
な
予
算
編
成
に
反
映
さ
せ
ま
す
。

　
職
員
提
案
は
、
幅
広
い
意
見
を
気
軽
に

提
案
で
き
る
よ
う
現
行
制
度
の
改
善
に
努

め
ま
す
。

　
指
定
管
理
者
制
度
の
活
用
は
、
施
設
利

用
促
進
懇
話
会
（
仮
称
）
の
設
置
な
ど
に

よ
り
、
効
果
的
な
運
営
を
目
指
し
ま
す
。

　
電
子
行
政
の
推
進
は
、
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し

た
市
民
対
象
の
講
習
会
を
開
催
し
、
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
や
各
サ
イ
ト
な
ど
へ
の
積
極

的
な
情
報
の
掲
載
・
発
信
を
促
し
ま
す
。

上記の７つの施策をもとに、平成 25年度に取り組む主な内容を各部門ごとに紹介します

７
つ
の
施
策

親しみやすい窓口へ

 

１  

総
務
部
門

施政方針とは…
市政運営に対する基本
的な考え方や、主要な
施策を示したものです

① 市民目線に立った行財政改革の推進
② 産業の振興と島原地域ブランドの確立
③ 歴史と文化を生かした観光都市づくりと交流人口の拡大
④ 子育てにやさしいまちづくり
⑤ 高齢者や障がい者などを思いやる福祉の充実
⑥ 島原の将来を担う子どもを育てる教育の充実
⑦ 安全で安心して暮らせる快適なまちづくり
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地
域
の
活
性
化
は
、

町
内
会
・
自
治
会
の

活
動
や
自
主
防
災
の

必
要
性
、
高
齢
者
見

守
り
や
ご
み
出
し
支

援
活
動
な
ど
の
周
知

を
図
る
と
と
も
に
、

「
島
原
市
が
ま
だ
す
地

域
づ
く
り
補
助
金
・
交
付
金
」
に
よ
る
支

援
を
継
続
し
ま
す
。
加
え
て
、
県
の
交
付

金
や
総
務
省
の
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事

業
」
を
活
用
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
は
、
懇
話
会
を
中
心
に
、

講
演
会
、
研
修
会
の
開
催
や
民
間
主
導
の

活
動
を
継
続
し
ま
す
。

　
国
際
化
の
推
進
は
、
英
語
の
中
級
レ
ベ

ル
の
講
座
を
新
設
し
、
国
際
的
な
人
材
育

成
に
努
め
ま
す
。

　
半
島
地
域
の
振
興
は
、
地
域
高
規
格
道

路
「
島
原
道
路
」
の
全
線
早
期
整
備
や
「
島

原
・
天
草
・
長
島
架
橋
構
想
」
な
ど
の
推

進
に
向
け
、
半
島
三
市
の
連
携
を
図
り
ま
す
。

　
京
都
府
福
知
山
市

と
は
、
姉
妹
都
市
提

携
30
周
年
を
迎
え
、

福
知
山
市
へ
の
友
好

親
善
訪
問
を
実
施
し

ま
す
。

　
地
域
公
共
交
通
は
、

バ
ス
停
上
屋
の
整
備

促
進
と
と
も
に
、
ル
ー
ト
設
定
や
運
行
時

間
の
改
善
な
ど
を
検
討
し
ま
す
。

　
島
原
鉄
道
に
つ
い
て
は
、「
島
原
鉄
道
自

治
体
連
絡
協
議
会
」
に
お
い
て
、
今
後
の

支
援
方
針
に
つ
い
て
検
証
を
行
い
ま
す
。

　
市
庁
舎
の
建
設
は
、

新
庁
舎
の
規
模
を
縮

小
し
、
経
費
の
縮
減

に
努
め
ま
す
。

　
な
お
、
基
本
構
想

を
策
定
し
た
後
、
基

本
設
計
業
務
な
ど
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
地
籍
調
査
事
業
は
、
引
き
続
き
安
中
地

区
を
実
施
し
ま
す
。

　
文
化
振
興
は
、
自
主
文
化
事
業
、
美
術

展
、
音
楽
祭
、
文
化
講
座
な
ど
を
開
催
し

ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
は
、「
平
成
新
山
島
原

学
生
駅
伝
大
会
」
の
開
催
や
新
た
に
整
備

し
た
島
原
市
霊
丘
公
園
体
育
館
・
弓
道
場

な
ど
を
活
用
し
、
交

流
人
口
の
拡
大
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
世

代
を
超
え
た
交
流
や

地
域
づ
く
り
・
人
づ

く
り
、
健
康
増
進
が

期
待
さ
れ
る
総
合
型

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
を
展
開
し
ま
す
。

　
国
体
の
推
進
は
、
各
種
リ
ハ
ー
サ
ル
大

会
な
ら
び
に
「
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会
」
の
レ
ス
リ
ン
グ
競
技
を
開
催
し
ま
す
。

２　
福
祉
・
保
健
部
門

　
児
童
福
祉
対
策
は
、
各
種
相
談
の
充
実
、

き
め
細
や
か
な
情
報
提
供
、
講
座
の
開
催

な
ど
に
よ
り
子
育
て
を
支
援
し
ま
す
。

　
ま
た
、
新
た
に
、

乳
幼
児
の
オ
ム
ツ
代

な
ど
を
助
成
す
る

「
す
こ
や
か
赤
ち
ゃ
ん

支
援
事
業
」
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、「
す

こ
や
か
子
育
て
支
援

事
業
」
を
引
き
続
き

実
施
し
ま
す
。

　
障
が
い
者
福
祉
対
策
は
、
介
護
給
付
事

業
や
訓
練
等
給
付
事
業
な
ら
び
に
地
域
生

活
支
援
事
業
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　
高
齢
者
福
祉
対
策
は
、
高
齢
者
福
祉
交

通
機
関
利
用
助
成
事
業
、
ね
た
き
り
老
人

等
介
護
見
舞
金
支
給
事
業
、
ね
た
き
り
高

齢
者
等
お
む
つ
費
助
成
事
業
、
緊
急
通
報

シ
ス
テ
ム
事
業
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　
ひ
と
り
親
家
庭
等
対
策
に
つ
い
て
は
、

母
子
自
立
支
援
員
に
よ
る
相
談
・
指
導
や

就
労
支
援
な
ど
に
努
め
ま
す
。

　
低
所
得
者
対
策
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
お

よ
び
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
支
援
を

強
化
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
就
労
支
援

員
を
配
置
し
ま
す
。

　
医
療
対
策
は
、
長
崎
県
島
原
病
院
の
医

師
確
保
や
診
療
科
目
の
充
実
を
図
る
た
め
、

大
学
や
長
崎
県
病
院
企
業
団
な
ど
に
対
し

要
望
を
行
う
と
と
も
に
、
島
原
市
医
師
会

看
護
学
校
の
就
学
金
基
金
に
出
資
を
行
い

ま
す
。

　
救
急
医
療
対
策
は
、
日
曜
・
休
日
の
在

宅
当
番
医
制
、
病
院
群
輪
番
制
、
歯
科
休

日
診
療
当
番
医
制
に

対
す
る
助
成
を
実
施

し
ま
す
。
ま
た
、
小

児
の
休
日
診
療
事
業

も
医
師
会
な
ど
と
共

同
で
実
施
し
、
診
療

体
制
の
確
保
を
図
り

ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
疾
病
予
防
事

業
を
充
実
さ
せ
、
事
業
の
円
滑
な
運
営
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
予
防
接
種
事
業
は
、
定
期
予
防
接
種
や

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
乳
幼
児
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
助
成
の
対
象
を
小
学
校

児
童
ま
で
に
拡
大
し
ま
す
。

　
母
子
保
健
事
業
は
、
健
康
診
査
や
相
談・

指
導
事
業
の
ほ
か
、
む
し
歯
予
防
の
た
め

の
フ
ッ
素
塗
布
事
業
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　
感
染
症
対
策
は
、
県
や
関
係
機
関
な
ど

と
連
携
し
な
が
ら
、
適
切
な
対
応
を
図
り

ま
す
。

ごみ出し支援活動
福知山への親善訪問
（平成 14 年 11 月）

島原市庁舎
市体育館・弓道場が
４月１日にオープン

すこやか赤ちゃん支援事業

小児の休日診療事業

平成 25年度

施政方針

 

２  

福
祉
・
保
健
部
門



３　
環
境
部
門

　
環
境
保
全
は
、
よ
り
一
層
の
省
エ
ネ
推

進
や
資
源
物
の
回
収
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
一
般
家
庭
向
け
の
太
陽
光
発
電
設

備
に
対
す
る
補
助
を
実
施
し
ま
す
。

　
生
活
環
境
の
向
上
は
、
野
犬
捕
獲
、
不

法
投
棄
の
監
視
お
よ
び
回
収
や
河
川
な
ど

の
水
質
浄
化
を
行
い
ま
す
。

　
環
境
衛
生
は
、
飲
用
井
戸
の
水
質
検
査

お
よ
び
浄
水
器
購
入
補
助
を
実
施
し
ま
す
。

　
ご
み
減
量
化
は
、
講
習
会
を
実
施
す
る

ほ
か
、
生
ご
み
堆
肥
化
に
よ
る
野
菜
づ
く

り
を
広
げ
な
が
ら
、
生
ご
み
の
減
量
化
、

意
識
改
革
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ご
み
袋
は
、「
大
」・

「
中
」
の
２
種
類
に

加
え
、
新
た
に
「
小
」

を
作
製
し
、
ご
み
減

量
化
に
つ
な
げ
る
と

と
も
に
、
資
源
物
回

収
の
周
知
に
努
め
ま

す
。

　
し
尿
処
理
に
つ
い
て
は
、
浄
化
苑
の
早

期
整
備
に
向
け
、
計
画
的
に
取
り
組
み
ま

す
。４　

農
林
水
産
部
門

　
産
業
の
振
興
は
、「
し
ま
ば
ら
」
が
有
す

る
地
域
資
源
を
一
層
磨
き
上
げ
、「
島
原

ま
る
ご
と
ブ
ラ
ン
ド
化
」
を
念
頭
に
各
施

策
を
展
開
し
ま
す
。
ま
た
、
農
業
で
日
本

一
豊
か
な
産
地
を
目
指
す
た
め
、
国
・
県

の
制
度
や
補
助
事
業
な
ど
を
積
極
的
に
活

用
し
ま
す
。

　
経
営
基
盤
の
強
化
対
策
は
、
農
業
用
施

設
や
農
業
用
機
械
の
導
入
、
農
地
の
基
盤

整
備
を
推
進
し
ま
す
。

　
担
い
手
対
策
は
、「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

制
度
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
新
規
就
農

者
へ
の
就
農
奨
励
金
支
給
や
各
種
農
業
者

団
体
へ
の
研
修
費
助
成
な
ど
を
実
施
し
ま

す
。

　
農
作
物
の
被
害
対
策
は
、
イ
ノ
シ
シ
や

カ
ラ
ス
の
捕
獲
な
ど
を
強
化
し
ま
す
。
ま

た
、
イ
ノ
シ
シ
捕
獲
の
た
め
の
箱
ワ
ナ
の

増
設
や
侵
入
防
止
柵
の
設
置
に
取
り
組
み

ま
す
。

　
畜
産
関
係
は
、「
第
10
回
全
国
和
牛
能

力
共
進
会
」
に
お
い

て
、
長
崎
県
勢
初
と

な
る
日
本
一
の
栄
誉

に
輝
い
た
「
長
崎
和

牛
」
の
ブ
ラ
ン
ド
化

に
向
け
て
、
肉
用
牛

の
生
産
頭
数
の
増
加

や
広
報
・
宣
伝
に
努

め
ま
す
。

　
耕
地
関
係
は
、
三
会
原
地
区
お
よ
び
宇

土
山
地
区
な
ら
び
に
下
辻
地
区
の
基
盤

整
備
事
業
を
引
き
続
き
支
援
す
る
と
と
も

に
、
大
三
東
地
区
に
お
い
て
も
基
盤
整
備

事
業
の
実
施
に
向
け

た
取
り
組
み
を
県
と

連
携
し
推
進
し
ま
す
。

　
農
業
用
用
排
水
路

や
農
道
の
改
修
は
、

適
時
、
取
り
組
む
と

と
も
に
、
た
め
池
の

維
持
管
理
は
、
土
地

改
良
施
設
維
持
管
理
適
正
化
事
業
な
ど
を

活
用
し
整
備
に
努
め
ま
す
。

　
農
地
・
水
保
全
管
理
支
払
交
付
金
の
制

度
は
、
本
市
で
12
組
織
が
環
境
保
全
活
動

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
継
続
的
な
取
り
組

み
を
支
援
し
ま
す
。

　
林
業
関
係
は
、
松
林
を
守
る
た
め
、
湊

島
や
有
明
町
水み
ず
の
で
ぐ
ち

之
出
口
地
区
な
ど
の
松
く

い
虫
防
除
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

　
水
産
関
係
は
、
有
明
海
に
お
い
て
藻
場

の
再
生
や
、
ヒ
ラ
メ
や
カ
サ
ゴ
、
ガ
ザ
ミ

な
ど
の
種
苗
放
流
を
継
続
し
ま
す
。
ま
た
、

ヒ
ラ
メ
や
カ
サ
ゴ
な
ど
の
中
間
育
成
後
の

放
流
、
抱
卵
ガ
ザ
ミ
の
保
護
な
ど
を
推
進

し
ま
す
。

　
養
殖
漁
業
は
、
新
た
な
加
工
品
の
研
究

開
発
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
ジ
オ
ア
ワ

ビ
の
養
殖
事
業
も
実
施
し
ま
す
。

  

後
継
者
・
担
い
手
対
策
は
、
新
規
漁
業

就
業
者
へ
の
奨
励
金
制
度
や
21
世
紀
の

漁
業
担
い
手
確
保
推
進
事
業
を
実
施
し
ま

す
。

  

三
会
漁
港
、
松
尾
漁
港
の
高
潮
対
策
は
、

消
波
ブ
ロ
ッ
ク
の
製
作
な
ど
に
取
り
組
み
、

湯
江
漁
港
は
、
施
設
機
能
保
全
診
断
を
行

い
ま
す
。

５　
商
工
観
光
部
門

　
本
市
の
商
工
業
に
つ
い
て
は
、
国
・
県

の
支
援
施
策
な
ど
の
積
極
的
な
活
用
を
促

し
、
関
係
機
関
と
の
連
携
の
も
と
、
商
工

業
の
振
興
に
努
め
ま
す
。

　
新
た
な
企
業
の
立
地
は
、
長
崎
県
産
業

振
興
財
団
と
の
連
携
や
島
原
市
企
業
誘
致

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
活
動
に
よ
り
取
り
組
み

ま
す
。

　
地
場
企
業
に
つ
い
て
は
、
市
内
中
小
企

業
が
行
う
新
商
品
・
新
技
術
開
発
や
需
要

開
拓
に
対
し
て
、
新
商
品
開
発
支
援
事
業

な
ど
に
よ
る
支
援
を
推
進
し
ま
す
。

　
雇
用
対
策
は
、
企
業
立
地
促
進
・
雇
用

創
出
事
業
や
国
の
緊
急
雇
用
創
出
事
業
臨

時
特
例
交
付
金
な
ど
の
活
用
に
よ
る
雇
用

の
創
出
や
増
大
に
努
め
ま
す
。

　
中
心
市
街
地
商
店
街
の
活
性
化
対
策
は
、

空
き
店
舗
等
活
用
促
進
事
業
の
実
施
や
商

店
街
が
行
う
ア
ー
ケ
ー
ド
改
修
や
観
光
案

内
所
の
設
置
・
運
営
に
対
す
る
支
援
を
行

い
ま
す
。

　
金
融
面
は
、
島
原
市
中
小
企
業
振
興
資

金
や
国
・
県
の
融
資
制
度
の
利
用
促
進
を

図
り
ま
す
。

　
物
産
流
通
は
、
島
原
ブ
ラ
ン
ド
の
全
国

展
開
を
図
る
た
め
、
本
市
産
品
の
知
名
度

拠点回収（資源物回収）

長崎和牛が日本一に

基盤整備事業（三会原地区）
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の
向
上
、
新
商
品
の
開
発
、
販
路
の
拡
大

の
３
つ
を
基
本
の
柱
と
し
て
事
業
を
推
進

し
ま
す
。

　
本
市
産
品
の
知
名

度
の
向
上
は
、
物
産

展
を
展
開
し
、
本
市

産
品
の
魅
力
を
積
極

的
に
紹
介
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
都
市
圏
に

お
い
て
、「
ス
ペ
シ
ャ

ル
ブ
ラ
ン
ド
」
と
し

て
統
一
表
示
し
た
商
品
を
紹
介
す
る
コ
ー

ナ
ー
の
設
置
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

　
新
商
品
の
開
発
は
、
島
原
市
特
産
品
創

出
事
業
を
推
進
し
、
薬
草
を
使
用
し
た
商

品
化
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
市
内
産
品

を
使
っ
た
料
理
レ
シ
ピ
の
開
発
を
推
進
し

ま
す
。

　
販
路
の
拡
大
は
、「
島
原
か
ら
の
お
く
り

も
の
」
と
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
な
ど
を
活
用
し
た
紹
介
や
、
都

市
圏
に
お
け
る
販
売
を
目
指
し
ま
す
。
ま

た
、
戦
略
的
施
設
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
村

「
体
験
型
本
格
的
農
水
産
物
直
売
所
（
仮

称
）」
の
設
置
に
つ
い
て
も
検
討
し
、
島

原
ブ
ラ
ン
ド
の
開
発
と
情
報
発
信
基
地
と

し
て
の
活
用
を
目
指
し
ま
す
。

　
観
光
は
、
本
市
特
有
の
財
産
を
活
用
し

た
城
下
町
観
光
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　
島
原
城
は
、
天
守
閣
の
耐
震
補
強
工
事

を
施
工
し
ま
す
。

　
な
お
、
築
城
４
０
０
周
年
の
記
念
事
業

は
、
市
民
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
も
い
た
だ

き
な
が
ら
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
松
平

七
万
石
の
ル
ー
ツ
愛
知
県
幸
田
町
（
深
溝

松
平
）
と
の
結
び
つ
き
を
検
証
し
な
が
ら

新
た
な
観
光
素
材
の
発
掘
に
努
め
ま
す
。

　
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
地
域
活
性

化
の
有
効
な
手
段
と
し
て
全
国
で
人
気
を

博
し
て
い
る
観
光
屋
台
村
を
は
じ
め
、
日

本
の
伝
統
文
化
が
継
承
さ
れ
外
国
人
に
も

人
気
の
高
い
「
観
光
民
宿
」
を
検
証
し
ま

す
。

　
島
原
半
島
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
九
州

内
の
ジ
オ
パ
ー
ク
を
は
じ
め
、
済
州
島
ジ

オ
パ
ー
ク
や
香
港
ジ

オ
パ
ー
ク
な
ど
と
の

連
携
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
今
年
は
４
年

に
一
度
の
再
審
査
の

年
で
あ
る
た
め
、
世

界
ジ
オ
パ
ー
ク
の
再

認
定
を
目
指
し
ま
す
。

　
九
州
新
幹
線
効
果
に
よ
り
熊
本
市
な
ど

と
の
九
州
横
軸
連
携
を
図
り
つ
つ
、
誘
客

対
策
を
推
進
し
、 

さ
ら
に
、
九
州
新
幹
線

長
崎
ル
ー
ト
の
開
業
を
見
据
え
た
取
り
組

み
を
行
い
ま
す
。

　
観
光
客
誘
致
事
業
は
、
九
州
は
も
と
よ

り
首
都
圏
や
関
西
地
域
な
ど
で
修
学
旅
行

や
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
誘
致
活
動
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
観
光
客
の
受
け
入
れ
態
勢
に
は
、
島
原

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
や
ジ
オ
ガ
イ

ド
の
活
用
、
観
光
案
内
所
の
充
実
に
努
め

る
と
と
も
に
、
島
原
城
で
の
武
将
隊
に
よ

る
演
武
披
露
や
甲
冑
体
験
、
市
内
を
巡
る

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
な
ど
の
施
策
を
展
開

し
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
・
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
や
キ
ャ

ン
プ
誘
致
と
し
て
、

Ｊ
リ
ー
グ
な
ど
の

キ
ャ
ン
プ
誘
致
や
が

ま
だ
す
リ
ー
グ
の
開

催
な
ど
、
宿
泊
客
の

増
加
を
図
り
ま
す
。

　
島
原
半
島
「
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｕ
」
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
薬
草
関
連
商
品
の
開
発

や
海
外
か
ら
の
誘
客
促
進
、
物
産
の
販
売

拡
大
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
を
進
め
ま

す
。

　
温
泉
給
湯
事
業
は
、
燃
油
価
格
の
高
騰

や
温
泉
利
用
量
の
減
少
な
ど
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
施
設
の
整
備
お

よ
び
維
持
管
理
を
図
り
円
滑
な
運
営
に
努

力
し
ま
す
。

６　
ま
ち
づ
く
り
部
門

　
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
と
安
全
で
快
適

な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
は
、
生
活
環
境

の
整
備
促
進
や
産
業
基
盤
と
し
て
の
幹
線
道

路
の
整
備
は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

　
地
域
高
規
格
道
路

「
島
原
道
路
」
の
出
平

町
か
ら
有
明
町
間
に

つ
い
て
は
、
補
助
事

業
化
を
要
望
す
る
な

ど
全
線
早
期
完
成
に

向
け
積
極
的
に
推
進

し
ま
す
。

　
市
道
は
、
歩
道
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や

交
通
安
全
施
設
な
ど
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　
船
津
地
区
の
高
潮
対
策
は
、
県
と
連
携

し
、
地
元
と
相
談
し
な
が
ら
抜
本
的
対
策

の
具
体
的
な
手
法
に
つ
い
て
検
討
を
進
め

ま
す
。

　
公
営
住
宅
は
、
萩
が
丘
住
宅
の
第
７
期

工
事
の
21
戸
の
建
設
を
行
い
ま
す
。

　
住
宅
・
建
築
物
の
耐
震
性
向
上
を
図
る

た
め
、
戸
建
て
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
、

耐
震
改
修
計
画
の
作
成
、
耐
震
改
修
工
事

お
よ
び
病
院
・
店
舗
・
ホ
テ
ル
な
ど
民
間

の
建
築
物
の
耐
震
診
断
に
対
し
て
も
助
成

を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー

ム
工
事
に
要
す
る
費
用
の
助
成
を
行
い
ま

す
。

　
都
市
計
画
は
、
新
た
な
「
島
原
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
策
定
と
併
せ
て
、

用
途
地
域
お
よ
び
都
市
計
画
道
路
な
ど
の

見
直
し
作
業
を
行
い
ま
す
。

　
都
市
計
画
道
路
は
、
霊
南
山
ノ
神
線
の

整
備
を
計
画
的
に
進
め
る
と
と
も
に
長
池

三
会
線
の
延
伸
の
要
望
を
行
い
ま
す
。

全国各地で物産展を開催

平成新山

島原がまだすリーグ

早期全線開通が待たれる
「島原道路」
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６  
ま
ち
づ
く
り
部
門



　
景
観
の
形
成
保
全
は
、
景
観
計
画
地
区

の
拡
充
を
進
め
る
と
と
も
に
、
街
な
み
環

境
整
備
事
業
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
市
民

と
協
働
で
取
り
組
み
ま
す
。

　
花
い
っ
ぱ
い
の
街
づ
く
り
は
、
市
民
と

協
働
で
取
り
組
む
と
と
も
に
、
砂
防
指
定

地
内
に
つ
い
て
も
、
利
活
用
の
促
進
に
努

め
ま
す
。

　
汚
水
処
理
対
策
は
、
本
市
の
財
政
事
情

を
勘
案
し
下
水
道
計
画
の
さ
ら
な
る
見
直

し
を
行
い
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
適
切

な
手
法
に
よ
り
事
業
を
検
討
し
ま
す
。

７　
消
防
防
災
部
門

　
防
災
対
策
は
、「
災
害
に
強
い
人
づ
く

り
・
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
災
害
に
強
い
島
原
市
の
実
現
を
目
指

し
ま
す
。
ま
た
、
津
波
な
ど
の
災
害
に
備

え
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
や
防
災
行

政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
整
備
に
向
け

て
取
り
組
み
ま
す
。

　
消
防
の
体
制
は
、
消
防
車
両
の
整
備
や

消
火
栓
、
防
火
水
槽
な
ど
の
消
防
施
設
の

整
備
拡
充
を
図
り
ま
す
。

　
消
防
団
員
の
確
保

に
つ
い
て
は
、
地
元

町
内
会
・
自
治
会
お

よ
び
消
防
団
後
援
会

と
の
連
携
・
協
力
を

図
る
と
と
も
に
、
事

業
所
な
ど
の
理
解
を

得
な
が
ら
取
り
組
み
ま
す
。

　
自
主
防
災
組
織
は
、
初
期
消
火
訓
練
や

救
急
救
命
法
訓
練
、
役
員
を
対
象
と
し
た

研
修
会
を
開
催
し
て
、
一
層
の
組
織
の
育

成
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
防
災
避
難
訓
練
は
、
中
央
地
区
を
対
象

に
実
施
し
ま
す
。

８　
教
育
部
門

　
教
育
は
、
心
豊
か
で
た
く
ま
し
く
生
き

抜
く
力
を
身
に
つ
け
た
人
材
を
育
成
し
て

い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。
噴
火
災
害
復
興

の
体
験
か
ら
学
ん
だ
「
生
命(

い
の
ち)

・

き
ず
な
・
感
謝
の
心
」
の
精
神
を
引
き
継

ぎ
、
心
豊
か
で
活
力
あ
る
生
涯
学
習
社
会

の
構
築
に
努
め
ま
す
。

　
学
校
教
育
は
、
習
熟
度
別
学
習
な
ど
を

積
極
的
に
取
り
入
れ
た
少
人
数
授
業
や
、

き
め
細
か
な
指
導
を
充
実
さ
せ
て
、
教
育

活
動
を
推
進
し
ま
す
。

　
学
校
司
書
と
連
携
し
、
児
童
生
徒
の
豊

か
な
感
性
を
育
む
読
書
活
動
を
一
層
推
進

し
ま
す
。
ま
た
、
社
会
奉
仕
体
験
活
動
や

自
然
体
験
活
動
な
ど
を
通
し
て
豊
か
な
心

の
育
成
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　
い
じ
め
・
不
登
校
問
題
は
、
各
中
学
校

に
心
の
教
室
相
談
員
を
配
置
し
、
未
然
防

止
に
努
め
る
と
と
も
に
、
い
じ
め
防
止
条

例
の
制
定
に
向
け
て
検
討
し
ま
す
。

　
国
際
化
へ
の
対
応
は
、
外
国
語
指
導
助

手
４
名
を
中
学
校
に
配
置
し
、
ま
た
、
小

学
校
の
外
国
語
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め

に
、
外
国
語
活
動
支
援
員
を
配
置
し
ま
す
。

併
せ
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
の
訪
問
な
ど

を
通
し
て
国
際
感
覚
の
醸
成
に
努
め
ま
す
。

　
特
別
支
援
教
育
の
充
実
の
た
め
、
特
別

支
援
教
育
支
援
員
を
全
小
・
中
学
校
に
配

置
し
ま
す
。

　
学
校
体
育
は
、
学
校
の
教
育
活
動
を
通

し
て
行
い
、
体
力
の
向
上
お
よ
び
心
身
の

健
康
の
保
持
増
進
に
関
す
る
指
導
に
つ
い

て
は
、
特
別
活
動
な
ど
に
お
い
て
も
適
切

に
行
い
ま
す
。

　
小
・
中
学
校
の
施

設
整
備
は
、
校
舎
・

体
育
館
な
ど
の
建
物

の
耐
震
化
に
つ
い
て

は
平
成
24
年
度
で
耐

震
補
強
工
事
が
完
了

し
ま
す
。
今
後
は
、

体
育
館
な
ど
の
天
井

部
材
の
落
下
防
止
対
策
な
ど
非
構
造
部
材

の
耐
震
化
に
取
り
組
み
ま
す
。
平
成
25
年

度
で
は
、
小
学
校
４
校
、
中
学
校
３
校
の

設
計
を
実
施
し
ま
す
。

　
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
整
備
は
、
小

学
校
５
校
の
更
新
を
行
い
ま
す
。

　
多
世
代
交
流
の
場
と
し
て
の
活
用
を
目

指
す
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
低
コ
ス
ト
・

低
管
理
に
よ
る
小
学
校
校
庭
の
エ
コ
芝
生

化
に
つ
い
て
は
、
モ
デ
ル
校
を
選
定
し
取

り
組
み
ま
す
。

　
社
会
教
育
は
、「
地
域
ぐ
る
み
の
子
育
て
」

を
目
的
と
し
た
「
島
原
市
コ
コ
ロ
ね
っ
こ

運
動
」
の
充
実
な
ど
を
図
り
ま
す
。

　
文
化
財
は
、
松
平
文
庫
の
整
理
保
存
・

活
用
、
旧
島
原
藩
薬
園
跡
整
備
事
業
、
島

原
城
石
垣
調
査
、
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

対
策
事
業
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

９　
水
道
部
門

　
有
明
町
簡
易
水
道
事
業
は
、
有
明
町
簡

易
水
道
再
編
推
進
事
業
が
平
成
25
年
度
で

最
終
年
度
と
な
り
ま
す
。

　
島
原
市
水
道
事
業
は
、
島
原
地
区
簡
易

水
道
の
統
合
、
民
営
水
道
区
域
の
取
込
み

な
ら
び
に
各
施
設
構
築
物
の
老
朽
化
に
伴

う
施
設
の
更
新
・
耐
震
化
に
よ
る
新
規
水

源
の
開
発
お
よ
び
取
水
か
ら
配
水
シ
ス
テ

ム
再
構
築
の
た
め
の
準
備
を
進
め
ま
す
。

　
水
道
事
業
全
体
と
し
て
は
、
平
成
26
年

度
か
ら
経
営
統
合
お
よ
び
統
一
料
金
へ
の

改
定
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　
以
上
が
、
平
成
25
年
度
に
お
け
る
各
部

門
の
主
要
な
施
策
で
す
。

　
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
あ
り
ま
す
が
、

全
職
員
一
丸
と
な
っ
て
、
時
代
の
要
請
と

市
民
の
期
待
に
応
え
る
た
め
全
力
を
傾
注

し
ま
す
。

　
市
民
皆
様
に
は
、
市
政
の
推
進
に
一
層

の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

消防団員（消防出初式）

小・中学校の耐震化が完了
（写真：第一小学校）

平成 25年度

施政方針
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こんなときは届出を！

国民健康保険の加入・脱退・変更

　いざというとき、安心して病院へかかれるように、日
本に住んでいるすべての人がいずれかの医療保険に加入
することが義務となっています。
　国民健康保険（国保）も医療保険
のひとつで、職場の健康保険などに
加入している人以外は、すべて国保
の加入者となり、加入者全員で国民
健康保険税を出し合い、助け合うと
いう制度です。
　ただし、次に該当する人は加入することができません。
　① 75 歳以上の人（後期高齢者医療制度加入者）
　② 65 歳以上で後期高齢者医療制度の障がい認定を
　　 受けている人（後期高齢者医療制度加入者）
　③ 協会けんぽ、健康保険組合、船員保険、共済組合、
　 　国民健康保険組合などの被保険者とその被扶養者
　④ 生活保護を受けている人

　国保に加入したり、脱退するときなどは届出が必要です。届出時に必要なものは次のとおりです。

こんなとき 必要なもの

加
入
す
る
と
き

転入してきたとき 転出証明書、印鑑
（転入前が職場の健康保険の場合、資格喪失連絡票も必要）

職場の健康保険をやめたとき 資格喪失連絡票、印鑑

社保加入者の被扶養者でなくなったとき 資格喪失連絡票、印鑑

子どもが生まれたとき 母子手帳、保険証（出産者）、印鑑

生活保護を受けなくなったとき 保護廃止（停止）決定通知書、印鑑

脱
退
す
る
と
き

転出するとき 国保の保険証、印鑑

職場の健康保険に加入したとき 国保の保険証、職場の健康保険証（資格取得連絡票）、印鑑

社保加入者の被扶養者となったとき 国保の保険証、職場の健康保険証（資格取得連絡票）、印鑑

死亡したとき 国保の保険証、印鑑

生活保護を受けるようになったとき 国保の保険証、保護開始決定通知書、印鑑

そ
の
他

退職者医療制度に該当するとき 国保の保険証、年金証書、印鑑

住所、世帯主、氏名などが変わったとき 国保の保険証、印鑑

就学のため市外へ住所を定めたとき 国保の保険証、在学証明書、印鑑

問い合わせ先　保険・健康増進グループ保険班（☎ 63-1111（内線 231・237）

①資格喪失手続きを忘れると、国民健康保
   険税と職場の健康保険料と二重に支払う
　ことになります
②保険証が無いまま病院などにかかると、
　全額自己負担となります

③国保の資格がさかのぼって無くなった場
　合、国保が負担した医療費（７割分）を
　返してもらうこととなります

※ただし、届出後に所定
　の手続きを行うことで　
　払い過ぎた分が戻って
　きます

こんなときは市役所へ届出が必要です

早めの手続きを
お願いします

7　　平成 25.4.
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「
発
達
障
が
い
」
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

～ 
発
達
障
が
い
の
早
期
発
見
と
支
援
の
取
り
組
み 

～

　「発達障がい」は、脳機能の発達が関係する生まれつきの障がいで、コミュニケーション
や対人関係をつくるのが苦手です。しかしながら、外見的に障がいがあることが分かりにくく、
怠けているとか、わがままと思われて誤解を受けがちです。
　また、周囲の人は「親の育て方が悪い」とか「愛情不足」、「心の病」、「大人になってから
発症した」などといった誤った見方をしてしまうため、幼少期からの支援が必要とされてい
ます。症状や困難さは一人一人異なるため、まず周囲の人の理解が必要です。
▶発達障がいに関する問い合わせ先　市保健センター（☎ 64-7713）

発達障がいとは（さまざまな症状）
　発達障がいは、広汎性発達障がい（自閉症、アスペルガー症候群）、学習障がい、注意欠陥多動性障
がいなどの脳機能障がいのことで、その症状が通常、低年齢において現れます。また、複数の障がい
が重なって現れることもあります。

・コミュニケーションの障がい
・対人関係、社会性の障がい
・こだわり、興味、関心が狭い
自閉症…
幼児期、言葉の発達の遅れが
目立つことがある

アスペルガー症候群…
言葉の遅れは目立たない、不
器用。自閉症のように、幼児
期に言葉の発達の遅れがない
ため、障がいがあることが分
かりにくい

　知的な遅れはありませんが、
音と文字の繋がりや、文字の
視覚認知の障がいがあったり、
算数の概念の理解が困難。　
聞く、話す、読む、
書く、計算する
などのどれかが、
極端に苦手な状
態です

　年齢に不釣合いな注意力、
衝動性、多動性を特徴とする
行動の障がい。うっかり同じ
間違いを繰り返してしまうこ
とがある。じっと座っていら
れない。待つ
ことが苦手で、
思いついたら
すぐ行動して
しまうなど

① 広汎性発達障がい ② 学習障がい
   （ＬＤ）

③ 注意欠陥多動性症候群
   （ＡＤＨＤ）

平成 25.4.　　8



気づき（早期発見と早期支援の必要性）

　障がいの克服や症状の改善に向けた一番の決め手は、早く気づき、適切な支援を受けさせてあげるこ
とです。障がいがあっても本人が社会や集団の中で生活しやすくする習慣や技術を身につけ、二次的な
障がい（不登校や引きこもりなど）の発生を防ぎ、自立や社会参加を可能にしていくことが期待できます。

早期発見のために
早期発見の場として、法定健診（１歳６か月健診・３歳児健診・就学児健診）、任意健診（５歳児
健診・相談など）、保育園や幼稚園における発見、保護者の気づきなどがあります。
健診などの日程は、保護者に個別に通知しますので、必ず受診させてください。

1 歳 6 か月児  健康診査
① 単語が出始める頃
→ 3語以上の発語の確認をしています
② 非言語的なコミュニケーションの習得
③ 自閉症の早期発見が可能になる
　 年齢
→早期発見のための問診６項目の
　導入

５歳児  健康診査（任意健診）
① 5 歳児の多くが就園しており、日ごろの集団
　 生活の様子を客観的に評価することが可能
→保育園・幼稚園の集団での気づきを参考にし、
　健診を実施しています
② 就学を控える時期に健康診査ができ、親の
　 困り感の解消へつながる
→ 5歳児健診と就学（教育）相談の連携
③ 多動や衝動型の障がい発見が可能となる年
　 齢で、発達障がいの大半が発見可能
→早期発見のための問診９項目の導入

３歳児  健康診査
① 家族以外の人との繋がりができる
② 1 人遊びを好んだり、集団に入れないなど
　 から発達障がいの発見ができる
→親と離れて遊べるかどうかを確認しています
③ 広汎性発達障がいなどの早期発見が可能に
　 なる年齢
→早期発見のための問診８項目の導入

サポート（発達障がいを疑われたら）
　発達障がいが疑われるときは、その症状が環境要因などによる一過性のものであるか、生まれつき
の障がいによるものであるか区別が難しいことがあり、障がいの特徴が重なり合っていることも多く、
診断がつきにくいとされています。大事なのは、その子にどんな特性があるのか、何が苦手なのかを
把握してあげることです。そのうえで、親や周囲の人々がそれぞれの発達障がいの特性を理解し、サポー
トすることにより、改善できることがたくさんあります。

　島原市では全国に先がけ、平成 19 年度から
５歳児健診時に「発達障がいスクリーニング」
を導入しています。
　「発達障がいスクリーニング」は、子どもの
行動などを医師などが専門的に観察し、早期に
発達障がいを発見しようと行うものです。

発達障がいの疑い

支援あり
（フォロー、療育） 支援なし

子ども：症状の改善、　　　
　　　　スムーズな就学
　　親：対処方法が分かり、
　　　　家庭でのケアも可能

子ども：自尊心の低下、　　
　　　　二次障がい
　　親：子育ての自信の喪失、
　　　　不適切なしつけ

支
援
方
法

相談体制
（要予約）

心理相談・言語相談・発達相
談など各種相談を受け付けて
います

発達支援教室

子どもが遊びを通して、感覚
統合などを養うための教室
母親が子どもの特徴をより理
解するための気づきや学習の
場として開催しています

療育（訓練）
子どもさんの特徴に合わせた
療育のスタイルがあります。
医師による指示が必要な場合
もあります

9　　平成 25.4.
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「男女共同参画社会」について考えてみよう
danjo   kyodo - sankaku

vol.9
「平成 24 年度 男女共同参画地域力活性化事業」報告会

　３月 13 日、男女共同参画で地域を活性化しようと平成 22 年度からスタートした県の「男女共同参画地
域力活性化事業」に取り組んでいる県内８地域の報告会が、県立美術館ホール（長崎市）で開催されました。
　島原半島からは、民間の団体を中心とした「ハーモニークラブ」が参加し、島原市のメンバーからは「ア
サーティブ・コミュニケーション講座」の報告などが行われました。
※「アサーティブ・コミュニケーション」とは自分も相手も大切にした、誠実で率直で対等なコミュニケー
　   ションの方法です。詳しくは、広報しまばら（平成 24 年 10 月号）をご覧ください

島原市の発表の様子

島鉄バス「畜産・水分線」　一部ルートの変更

　過去に実施した実証運行の結果を踏まえ、さら
なる利用者の利便性を図るため、畜産・水分線の
国道を通るルートを３月 16 日から一部変更しま
した。生活、通勤などに是非ご利用ください。

有明庁舎前 大三東 北門 島原駅前 島鉄ＢＴ

島原病院

畜産試験場前

水分神社前

島鉄バス「畜産・水分線」

柏野入口（※）

南柏野（※）

上新丁

城見（※）柿の木（※）

島原駅前北門

城内三丁目（※）

３月 16日から変更となった部分

「国道を通るルート」から「柏野～柿の木～城見」を
経由するルートで運行します

●エレナ島原店様

●キッチンハウスみつい様

松岡病院様●
便 発時刻 運行ルート

①   7：00 島鉄ＢＴ→（畜産～水分経由）→島原病院
※日祝日運休

②   9：00 島鉄ＢＴ→（水分～畜産経由）→島原病院

③ 11：45 島原病院→（畜産～水分経由）→島鉄ＢＴ

④ 15：30 島原病院→（水分～畜産経由）→島鉄ＢＴ

▶問い合わせ先　島鉄鉄道 自動車課（☎ 62-2234）

※ＢＴはバスターミナルの略称です

あんしんハウス島原様●

※印は新設バス停

平成 24 年度 実践団体（３グループ）
①「ハーモニークラブ」（島原半島三市地域）
・コミュニケーション能力向上を目指した「アサーティブ・コミュニケーション講座」（島原市）
・子育てを通じた世代間の交流事業（真美体操など）（雲仙市）
・男女共同参画啓発用ＤＶＤの作成、活用
②「新上五島町女性団体情報ネットワーク」（新上五島地域）
・地元食材を活用した家庭料理を、男女で学習・開発する
・郷土料理を家庭料理に取り入れ、親から子どもへ、家庭から地域へ、
  島から全国へ、郷土料理の魅力を発信する
・介護の知識、技術を男女ともに習得し、介護を楽しむ
③「どがんかしてみゅうか会」（県央地域）
・ 男女共同参画をおもしろおかしく伝える「三婆ちゃん」の寸劇を
   行い、男女共同参画の必要性に気づかせる
・「父子対象の料理教室」で子どもと男性の生活自立の意識付け活動

問い合わせ先
　政策企画グループ政策振興班
   （☎ 63-1111　内線 146）



島原半島ジオパーク推進連絡協議会（☎６５－５５４０）

つなごう！未来へ　島原半島世界ジオパーク �

　
今
月
は
、「
ジ
オ
パ
ー
ク 

」
の
仕
組
み
が
ど
の
よ

う
な
も
の
な
の
か
を
お
さ
ら
い
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
２
０
０
１
年
に
ユ
ネ
ス
コ
が
世

界
各
国
の
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
活
動
の
支
援
を
決
定
し

た
こ
と
が
大
き
な
始
ま
り
で
す
。
２
０
０
４
年
に
現

在
の
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｇ
Ｇ
Ｎ
）

が
設
立
さ
れ
、
Ｇ
Ｇ
Ｎ
は
世
界
各
国
か
ら
申
請
さ
れ

た
ジ
オ
パ
ー
ク
を
審
査
・
認
定
し
て
い
ま
す
。

ジ
オ
パ
ー
ク
と
世
界
遺
産
条
約

　
世
界
遺
産
条
約
は
、
１
９
７
２
年
に
始
ま
っ
た
取

り
組
み
で
、
正
式
に
は
「
世
界
の
文
化
遺
産
及
び
自

然
遺
産
の
保
護
に
関
す
る
条
約
」
と
い
い
ま
す
。

　
こ
の
条
約
に
批
准
し
た
国
と
そ
の
地
域
に
は
、
登

録
さ
れ
た
遺
産
を
保
護
す
る
た
め
に
、
厳
し
い
制
約

が
課
せ
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
遺
産
の
保
護
に
要
す

る
負
担
が
、
地
域
の
財
政
を
圧
迫
す
る
と
い
う
事
例

が
生
じ
始
め
ま
し
た
。

　
世
界
遺
産
条
約
は
、
対
象
の
も
の
を
「
守
る
」
こ

と
に
特
化
し
た
仕
組
み
で
し
た
が
、
そ
れ
を
ど
の
よ

う
に
持
続
さ
せ
る
か
に
つ
い
て
は
、
き
ち
ん
と
検
討

が
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
不
備
を
補
い
、

「
人
類
に
と
っ
て
大
事
な
も
の
を
守
り
つ
つ
、
そ
れ

を
う
ま
く
活
用
し
て
地
域
を
活
性
化
さ
せ
、
持
続
的

に
発
展
さ
せ
て
い
く
」と
い
う
仕
組
み
が
、ジ
オ
パ
ー

ク
で
す
。

　
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
貴
重
な
遺
産
の
保
護
・
保
全
と

地
域
の
経
済
発
展
を
両
立
さ
せ
「
地
域
社
会
の
持
続

可
能
な
発
展
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
将
来
的
に
地

域
経
済
が
発
展
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
の
で
、

ジ
オ
パ
ー
ク
に
住
む
私
た
ち
が
一
緒
に
な
っ
て
ジ
オ

パ
ー
ク
の
活
動
に
積
極
的
に
か
か
わ
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

ジ
オ
パ
ー
ク
が
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

　
貴
重
な
大
地
の
遺
産
が
あ
る
だ
け
で
は
、
ジ
オ

パ
ー
ク
に
は
な
れ
ま
せ
ん
。
前
提
と
し
て
、
大
地
の

遺
産
が
保
護
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

の
う
え
で
、
そ
れ
ら
を
持
続
可
能
な
方
法
で
、
教
育

や
観
光
に
活
用
し
、
地
域
経
済
を
発
展
さ
せ
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
世
界
遺
産
条
約
と
異
な
り
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の
場
合

は
、
大
地
の
遺
産
の
保
護
保
全
や
、
そ
れ
ら
を
活
用

し
た
地
域
振
興
に
つ
い
て
は
、
そ
の
地
域
独
自
の
方

法
を
取
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
手
法
で
本
当
に
遺
産
が
保
全
さ
れ
、

か
つ
活
用
さ
れ
て
い
る
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
た
め
、

ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
た
地
域
は
、
4
年
ご
と
に

再
認
定
審
査
を
受
け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
島
原
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
で
は
、
Ｇ
Ｇ
Ｎ
か
ら
派
遣

さ
れ
た
審
査
員
に
よ
る
再
審
査
が
今
年
の
夏
ご
ろ
行

わ
れ
る
予
定
で
す
。
も
し
、
再
審
査
で
審
査
員
か
ら

レ
ッ
ド
カ
ー
ド
（
認
定
を
は
く
奪
）
を
突
き
つ
け
ら

れ
た
ら
、
そ
の
時
点
で
島
原
半
島
は
世
界
ジ
オ
パ
ー

ク
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

世
界
認
定
が
は
く
奪
さ
れ
る
？

　
で
は
、
実
際
に
世
界
認
定
が
は
く
奪
さ
れ
て
し

ま
っ
た
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
こ
れ
ま
で
に
あ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。

　
イ
ギ
リ
ス
の「
ロ
ッ
ハ
ー
バ
ー
ジ
オ
パ
ー
ク
」は
、

ジ
オ
パ
ー
ク
を
運
営
す
る
ス
タ
ッ
フ
を
確
保
す
る
予

算
が
な
く
、
ジ
オ
パ
ー
ク
と
し
て
の
持
続
的
な
活
動

が
維
持
で
き
な
い
と
判
断
さ
れ
た
た
め
に
、
世
界
ジ

オ
パ
ー
ク
の
認
定
が
は
く
奪
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
イ
ラ
ン
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な

ど
に
あ
っ
た
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
が
、
何
ら
か
の
理
由

で
世
界
認
定
を
は
く
奪
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
認
定
を
得
る
こ
と
よ
り
、
そ
の
質
を
維
持
し
、
向

上
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重
視
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　
昨
年
5
月
、
島
原
半
島
で
「
ジ
オ
パ
ー
ク
国
際
ユ

ネ
ス
コ
会
議
」
を
開
催
し
、
世
界
各
国
の
多
く
の
人

に
島
原
半
島
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
の
素
晴
ら
し
さ
を

知
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
今
後
も
世
界
ジ
オ
パ
ー

ク
と
し
て
認
め
て
も
ら
え
る
よ
う
、
引
き
続
き
地
域

全
体
で
ジ
オ
パ
ー
ク
を
活
用
し
た
取
り
組
み
を
続
け

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ＧＧＮ現地調査の様子（平成 21 年 8 月）

み
ん
な
で
「
島
原
半
島
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
！
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有馬スポーツ賞表彰式
本市スポーツの発展を願い

　３月２日、各種スポーツ大会で優秀な成績を修めた人を表彰する有
馬スポーツ賞表彰式が有馬武道館で行われました。
　この賞は、本市の名誉市民・故有馬茂さんの寄付をもとに、体育や
スポーツの振興を目的として昭和 56 年に創設され、今回で 32 回目。
　スポーツ振興基金に三代にわたり浄財の寄付を続けられている川崎
市在住の有馬良知さんに対し感謝状を贈呈した後、21 の個人と４団
体に表彰状の授与を行いました。

「災害時におけるＬＰガス供給に関する協定」締結
災害発生時の対応強化

　２月 22 日、社団法人長崎県ＬＰガス協会島原支部と島原市
が「災害時におけるＬＰガス供給に関する協定」を結びました。
　この協定は、大規模な災害が発生した際の迅速かつ的確なＬ
Ｐガスの供給を目的としたもので、今回の協定締結により、災
害発生時の対応がなお一層強化されました。

長崎県ＬＰガス協会
島原支部長　松本洋三さん（右）

21 の個人と４団体を表彰 有馬良知さん

　住民が行うコミュニティ活動に必要な施設や設備の
整備に関して、財団法人自治総合センターからの助成
を受けて、「島原・鵜川会」が和楽器を購入しました。
　「島原・鵜川会」は、民謡など伝統文化の保存と継
承を行う団体で、今回の備品購入により、「子どもた
ちから一般の方まで幅広い人たちに伝統文化を普及し
たい」と意気込みも新たにしていました。

コミュニティ助成事業

和楽器
クーちゃん

噴火災害からの復興「安中・夢計画」
復興・防災活動が評価されての受賞

　２月 21 日、国土交通省「手づくり郷土賞」を受賞した「安
中地区まちづくり推進協議会（代表　大町辰朗さん）」の受賞
式が雲仙復興事務所で行われました。
　同協議会は「雲仙・普賢岳噴火災害」時、土石流で被害を受
けた地域での、われん川や安中梅林の再生や維持管理を行うほ
か、かさ上げ事業などで培った住宅再建のノウハウを地震・火
山噴火などで被災した地域へ伝承、防災に対する意識高揚を目
的とした「安中防災塾」の開催など「噴火災害からの復興『安中・
夢計画』」が評価され、今回の受賞となりました。

安中まちづくり推進協議会の皆さんらによる
記念撮影

平成 25.4.　　12



町内会長・自治会長懇談会
地域コミュニティの発展

　２月 22 日、町内会長・自治会長、市議会、公
共機関関係者が出席し、市内ホテルで「町内会長・
自治会長懇談会」を開催しました。
　懇談会に先立ち行った研修会では、県内各地域
の取り組み事例について報告があり、参加者は自
分たちの地域に生かせないかと熱心に耳を傾けて
いました。
　また、懇談会では、長年、町内会長・自治会長
や防犯連絡所長として貢献した人へ感謝状を贈呈
したほか、町内会長・自治会長と市議会、公共機
関関係者との懇談が行われました。

町内会長・自治会長、防犯連絡所長を
長年続けてこられた人へ感謝状を贈呈

東日本大震災被災地へ白菊のエール
一日も早い復興を願い

　３月７日、東日本大震災から２年になるのを前
に、島原花卉生産組合（組合長　松﨑和人さん）
および島原市が、陸前高田市（岩手県）など４市
町の追悼式典に合わせ、白菊 2000 本を送りました。
　送られた白菊は「雲仙・普賢岳噴火災害」で被
害を受け、酪農から花卉農家に転向した松﨑慎太
郎さん家族が生産したもので、島原の復興の証と
して、被災地の復興を願い送られました。
　また、これまで白菊の無償提供を続けてきた島
原花卉生産組合に対し、市から感謝状が贈呈され
ました。

白菊の発送準備の様子
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男女共同参画社会づくり講演会
あなたもわたしも輝いて

　2 月 24 日、島原文化会館で、アーティスト エ
スペランサのお二人をお招きして男女共同参画社
会づくり講演会を開催しました。
　難病と闘いながら生活する中で経験した「男女
がお互いを尊重しあうことの大切さ」を音楽を交
えながら語っていただき、参加者は真剣に聞き
入っていました。
　また、講演会に先立ち、募集していた男女共同
参画川柳の表彰式（表彰された川柳は広報しまば
ら３月号でご覧いただけます）、男女共同参画推
進懇話会委員による寸劇も行われました。

お二人のお話と音楽を通し、参加者は男女が共
に輝ける社会づくりについて理解を深めました

眞鍋政義バレーボール教室＆講演会
トップレベルの指導者に学ぶ一日

　2 月 24 日、島原復興アリーナで、バレーボー
ル全日本女子の眞鍋監督をお招きしてバレーボー
ル教室と講演会を開催しました。
　バレーボール教室では、市内中学生と半島内の
高校生が参加し、トスやレシーブといった基本動
作についてポイントを絞った指導を受け、熱心に
取り組んでいました。
　また、多くのバレーボール関係者が集まった講
演会では、モチベーションに関する映像の紹介や
オリンピックでの秘話、自身の指導方針などを
語っていただきました。

約 500 人が参加した眞鍋監督（右）
によるバレーボール教室



し ま ば ら
子育て情報

問い合わせ先
子育て支援室（☎ 62-4015）
市保健センター内（霊南二丁目 45）
E-mail：kosodate@city.shimabara.lg.jp
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育児ワンポイント
子どもの眠り

　子どもの健やかな育ちのために、夜
の睡眠がしっかりとれる環境作りが必
要です。夜の睡眠は、成長ホルモンな
どの分泌に大きくかかわります。夜間
ぐっすり眠るためには、朝起
きた時に太陽光を浴び、日中
に体を動かして生活リズムを
整えることがポイントです。

しまばらの子育て情報（幼稚園編）
市内幼稚園の子育て支援センターを４回にわたり紹介しています。

名　　称 住　所 電　話
スターキッズクラブ（認定こども園）ひかわ第一幼稚園 上新丁二丁目 2576 62-4420
あんぱんまん教室（認定こども園）島原幼稚園 弁天町一丁目 107 62-2955
なかよしクラブ (認定こども園）有明幼稚園 坂上町 7528 62-2584
ぶどう組（島原活水幼稚園） 青葉町 5436 63-2700

なかよしクラブ（認定こども園 有明幼稚園）

　「なかよしクラブ」は、子育て中の親子を対象とし
た、気軽に立ち寄れる場所です。
　広い園庭や室内の玩具などで、のびのびと楽しく遊
びましょう。

月・水・金 園庭遊び、手遊び、絵本の読み聞かせ、
運動遊び、製作（折り紙・お絵描き）など

一時預かり
子育て相談

一時預かりは、有料となります。料金な
どは電話で問い合わせてください

子育て講座 ベビーマッサージ、絵手紙教室など

絵本の読み聞かせ
▶開設日時　月・水・金曜日　10：00～ 11：30
▶問い合わせ先　なかよしクラブ（認定こども園
　　　　　　　　有明幼稚園　☎ 62-2584）

育児サークル
　育児サークルは、親子で楽しみなが
ら子育てができるよう、情報交換や友
だちづくりのきっかけとなる場を設け
て、参加者の交流を行っています。
　初めての人も大歓迎です。一度遊び
に来てみませんか。
※保健師・栄養士による乳幼児相談（９時 30分～ 11時）
　も行っています
※食生活改善推進員の皆さんと児童館（ありあけ母親クラブ）
　による手作りおやつもあります
▶対象者　市内に住む小学校就学前の子どもとその保護者
育児サークル 曜　日 時　間 場　所

こいこいひろば 第１水曜日 10時～ 12時 霊丘公民館

すくすくげん kids 第３木曜日 10時～ 12時 杉谷公民館

きらら kids 第１火曜日 10時～ 12時 有明保健センター

にこにこ kids 第１木曜日 10時～ 12時 安中公民館

のびのび kids 第２火曜日 10時～ 12時 三会公民館

ぱぴぷキッズ
(自主サークル ) 第４木曜日 10 時 30 分～

12時 市保健センター

ベビーマッサージ

参加費
無料！



　
御
馬
見
所
は
、
幕
末
の
藩
主
松
平

忠
和
公
の
時
代
に
藩
士
の
訓
練
状
況

を
見
る
た
め
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

現
在
は
、
島
原
城
天
守
閣
の
東
北
方

向
の
ほ
ど
近
い
と
こ
ろ
に
建
っ
て
い

ま
す
が
、
も
と
も
と
は
三
ノ
丸
（
現

在
の
島
原
高
等
学
校
付
近
）
に
あ
り

ま
し
た
。
明
治
維
新
後
に
口
之
津
町

に
移
築
さ
れ
、
そ
の
後
、
昭
和
41
年

に
再
び
城
内
に
移
築
さ
れ
ま
し
た
。

　
御
馬
見
所
は
、
木
造
平
屋
建
で
、

屋
根
は
切
妻
造
の
杉
皮
葺
、
中
央
の

畳
廊
下
を
挟
ん
で
、
四
畳
半
の
二
室

が
左
右
に
並
ん
で
い
ま
す
。
前
面
（
西

面
）
と
左
右
両
側
の
三
方
を
大
き
な

開
口
部
と
し
て
障
子
を
立
て
て
い
ま

す
。
全
般
に
細
い
木
を
骨
組
み
に
用

い
た
数
寄
屋
風
の
建
物
で
す
。

　
国
の
文
化
審
議
会
は
、
平
成
24
年

９
月
21
日
に
、
島
原
城
御
馬
見
所
を

国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録
す
る

よ
う
文
部
科
学
大
臣
に
答
申
し
ま
し

た
。
御
馬
見
所
は
、
島
原
城
の
数
少

な
い
遺
構
と
し
て
貴
重
な
建
築
物
で

す
。
登
録
文
化
財
と
は
、
建
築
後
50

年
を
経
た
建
物
の
う
ち
、
歴
史
的
景

観
に
寄
与
し
て
い
る
も
の
、
造
形
の

規
範
と
な
っ
て
い
る
も
の
、
再
現
す

る
こ
と
が
容
易
で
な
い
も
の
が
基
準

と
さ
れ
、
専
門
家
の
評
価
を
受
け
、

所
有
者
の
同
意
が
あ
る
も
の
が
登
録

さ
れ
ま
す
。 

　
御
馬
見
所
は
、
島
原
城
を
目
の
前

に
臨
む
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
そ
の
風
情

あ
る
た
た
ず
ま
い
か
ら
、
島
原
城
春

の
お
茶
会
（
４
月
６
日
・
７
日
開
催
）

の
会
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
春
を

感
じ
に
、
ど
う
ぞ
島
原
城
ま
で
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。 

ふ
る
さ
と
再
発
見

―
  

島
原
城
御
馬
見
所  ―

Close Up!

鉄
砲
町
編

　
三
味
線
の
小
気
味
よ
い
リ
ズ
ム
、
そ

し
て
伸
び
や
か
な
歌
声
が
安
中
公
民
館

か
ら
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

　
今
回
の
紹
介
は
「
安
中
三
味
線
同
好

会
」
で
す
。

　
「
み
ん
な
が
先
生
、
み
ん
な
が
生
徒
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
毎
週
月
曜
日
の
10
時
か

ら
12
時
ま
で
安
中
公
民
館
で
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。
指
導
者
は
置
か
ず
、
メ

ン
バ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
自
宅
で
練
習
し
、

週
に
１
回
集
ま
り
、
三
味
線
の
演
奏
に

合
せ
て
歌
を
歌
い
ま
す
。

　
結
成
の
き
っ
か
け
は
、
民
謡
を
趣
味

に
し
て
い
た
髙
橋
久
義
さ
ん
（
現
在
の

会
の
代
表
）
が
、
三
味
線
が
弾
け
る
人

に
「
一
緒
に
何
か
や
っ
て
み
よ
う
か
」
と

声
を
か
け
た
こ
と
で
す
。
２
年
前
か
ら
活

動
し
て
お
り
現
在
５
人
の
会
員
が
い
ま
す
。

毎
年
公
民
館
ま
つ
り
に
出
演
し
て
い
て
、

依
頼
が
あ
れ
ば
慰
問
演
奏
な
ど
も
行
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。

　
演
奏
曲
は
、
主
に
「
島
原
の
子
守
唄
」

や
「
長
崎
ぶ
ら
ぶ
ら
節
」、「
黒
田
節
」
な

ど
で
す
が
、
違
う
ジ
ャ
ン
ル
の
曲
に
挑
戦

し
た
り
、
詩
吟
を
挿
入
す
る
な
ど
、
自
由

な
雰
囲
気
の
中
で
お
互
い
に
ア
ド
バ
イ
ス

し
あ
い
な
が
ら
練
習
し
て
い
ま
す
。

　
代
表
の
髙
橋
さ
ん
は
「
な
か
な
か
う
ま

く
い
か
な
い
こ
と
も
多
く
、
皆
さ
ん
の
前

で
披
露
す
る
に
は
技
術
不
足
か
も
し
れ
な

い
で
す
が
、
楽
し
く
演
奏
で
き
れ
ば
い
い

な
と
思
い
な
が
ら
や
っ
て
い
ま
す
。
発
表

す
る
場
が
あ
る
と
活
動
に
張
り
合
い
が
出

ま
す
の
で
、
誘
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
発
表

会
や
慰
問
な
ど
で
も
ど
ん
ど
ん
演
奏
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
会
は
、
現
在
、
民
謡
好
き
な
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
三
味
線
を
持
っ
て

い
な
く
て
も
、
歌
っ
て
く
れ
る
だ
け
で
構

わ
な
い
の
で
気
軽
に
参
加
し
て
み
て
く
だ

さ
い
と
の
こ
と
で
す
。

　
興
味
の
あ
る
人
は
、
活
動
し
て
い
る
時

間
に
見
学
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

晴雲寺本堂

安 中 三 味 線 同 好 会安 中 三 味 線 同 好 会
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み   

し 

ょ



　

市
で
は
、
市
医
師
会
指
定
の
医
療
機

関
で
婦
人
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た
め
年
に
１

回
は
、
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

子
宮
頸
が
ん
検
診

◆
対
象
者　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
20

　

歳
以
上
の
女
性

◆
検
診
内
容　

頸
部
、
頸
体
部

◆
負
担
金　

頸
部　

７
０
０
円
、
頸
体

　

部　

１
０
０
０
円

乳
が
ん
検
診

◆
対
象
者　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
30

　

歳
以
上
の
女
性

◆
検
診
内
容　

視
触
診
と
超
音
波

◆
負
担
金　

５
０
０
円

※

70
歳
以
上
の
人
や
後
期
高
齢
者
医
療

　

被
保
険
者
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
、　

　

生
活
保
護
世
帯
は
無
料
で
す

　

市
で
は
、
40
歳
以
上
の
市
民
を
対
象

に
、
市
が
指
定
す
る
事
業
所
で
、
は
り
、

き
ゅ
う
及
び
あ
ん
摩
の
施
術
を
受
け
た

場
合
、
施
術
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を

助
成
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
１
日
か
ら
は
、
１
回
当
た
り
の

助
成
額
が
７
０
０
円
か
ら
５
０
０
円
に

変
更
と
な
り
ま
す
。

　

助
成
を
希
望
す
る
人
は
、
必
ず
事
前

に
利
用
券
の
交
付
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
は
、
あ
ん

摩
の
み
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

◆
助
成
内
容

 

・
40
歳
以
上
（
後
期
高
齢
者
医
療
被
保

　

険
者
を
除
く
）
の
人…

１
日
１
回
５

　

０
０
円
の
利
用
券
を
年
間
48
回
ま
で

 

・
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者…

１
日

　

１
回
５
０
０
円
の
利
用
券
を
年
間
24

　

回
ま
で

◆
申
請
窓
口　

市
保
健
セ
ン
タ
ー
、
有

　

明
保
健
セ
ン
タ
ー
、
保
険
・
健
康
増

　

進
グ
ル
ー
プ
保
険
班
、
三
会
出
張
所
、

　

有
明
支
所

◆
申
請
に
必
要
な
も
の　

印
鑑
と
健
康

　

保
険
被
保
険
者
証
（
代
理
申
請
の
場

　

合
は
代
理
者
の
印
鑑
も
必
要
）

　　

市
で
は
、
保
健
師
、
栄
養
士
に
よ
る

健
康
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
生
活

習
慣
病
の
予
防
、
食
生
活
に
関
す
る
こ

と
、
介
護
予
防
の
こ
と
な
ど
相
談
に
応

じ
ま
す
。
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
と　

き　

毎
週
水
曜
日
（
祝
日
は
除

　

く
）　

９
時
か
ら
11
時
ま
で

◆
と
こ
ろ　

市
保
健
セ
ン
タ
ー
、
有
明

　

保
健
セ
ン
タ
ー

◆
内　

容　

健
康
相
談
、
血
圧
測
定
、　

　

尿
検
査
、
体
脂
肪
測
定
な
ど

　

市
で
は
、
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
人

を
対
象
に
、
転
倒
予
防
体
操
普
及
リ
ー

ダ
ー
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
転
倒
予
防

教
室
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
実
施
場
所　

市
保
健
セ
ン
タ
ー
、
森

　

岳
公
民
館
、
安
中
公
民
館
、
三
会
農

　

村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
、
有
明
町
小

　

原
下
公
民
館
・
小
路
公
民
館
・
神
木

　

公
民
館
・
浜
西
公
民
館
・
菅
公
民
館
・

　

甘
木
公
民
館
・
久
原
公
民
館
・
沖
之

　

尾
公
民
館
・
温
泉
屋
敷
公
民
館
・
境

　

ノ
松
公
民
館

◆
実
施
時
間　

13
時
30
分
か
ら
15
時
ま

　

で　

月
１
回
程
度

◆
内　

容　

血
圧
チ
ェ
ッ
ク
、
転
倒
予

　

防
体
操
「
ま
だ
ま
だ
ガ
マ
ダ
ス
体
操
」、

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

◆
参
加
費
用　

無
料

※
参
加
希
望
者
に
は
詳
し
い
日
程
を
お

　

伝
え
し
ま
す
の
で
市
保
健
セ
ン
タ
ー

　

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

　

こ
の
制
度
は
、
重
度
脳
性
麻
痺
の
子

ど
も
と
ご
家
族
を
支
援
す
る
と
と
も
に

脳
性
麻
痺
発
症
の
原
因
分
析
を
行
い
、

再
発
防
止
に
役
立
て
る
制
度
で
す
。

◆
補
償
内
容　

補
償
金
は
、
一
時
金
と

　

分
割
金
を
あ
わ
せ
総
額
３
０
０
０
万

　

円
が
支
払
わ
れ
ま
す

◆
補
償
対
象　

平
成
21
年
１
月
１
日
以

　

降
に
出
生
し
た
子
ど
も
で
、
次
の
基

　

準
を
す
べ
て
満
た
す
場
合

①
在
胎
週
数
33
週
以
上
で
出
生
体
重
２

　

０
０
０
ｇ
以
上
、
ま
た
は
在
胎
週
数

　

28
週
以
上
で
所
定
の
要
件

②
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
相
当
の

　

脳
性
麻
痺

③
先
天
性
や
新
生
児
期
の
要
因
に
よ
ら

　

な
い
脳
性
麻
痺

※

所
定
の
要
件
と
は
、
臍
帯
動
脈
血
中

　

の
代
謝
性
ア
シ
ド
ー
シ
ス
、
ま
た
は

　

胎
児
心
拍
数
基
線
細
変
動
の
消
失
な

　

ど
の
低
酸
素
状
況
を
示
す
所
見
が
あ

　

る
こ
と
で
す

※

生
後
６
カ
月
未
満
で
亡
く
な
ら
れ
た

　

場
合
は
補
償
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん

◆
申
請
期
間　

子
ど
も
の
１
歳
の
誕
生

　

日
か
ら
５
歳
の
誕
生
日
ま
で

◆
問
い
合
わ
せ
先　

産
科
医
療
補
償
制

　

度
専
用
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
３

　

―

５
８
０
０―

２
２
３
１
）
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転
倒
予
防
教
室

保健センターだより ■有明保健センター（☎６８－５３３５）■有明保健センター（☎６８－５３３５）■有明保健センター（☎６８－５３３５）
■市保健センター（☎６４－７７１３）■市保健センター（☎６４－７７１３）■市保健センター（☎６４－７７１３）保健センターだより

は
り
、
き
ゅ
う 

及
び 

あ
ん
摩
の

施
術
費
助
成
額
が
変
わ
り
ま
す

　

〜
１
回
当
た
り
５
０
０
円
へ
〜

健
康
相
談

婦
人
検
診

産
科
医
療
補
償
制
度



TEL 0120－555－203
TEL 095－826－5511

● 対象者　　中学生以下の小児（内科疾患のみ）
● 診療場所　長崎県島原病院小児科外来室
● 診療時間　土曜日の 18:00 ～日曜日の 17:00
● 受付時間　土曜日の 17:30 ～日曜日の 16:30

● 小児の日曜診療所 ●
☎63-0202 （受付時間のみ）
※必ず電話受付後、来院をお願いします

14

21

28

　

４
月
は
、
花
見
や
年
度
の
は
じ
め

で
飲
酒
の
機
会
が
多
い
季
節
で
す
。

適
量
の
ア
ル
コ
ー
ル
は
百
薬
の
長
と

言
わ
れ
ま
す
が
、
過
度
な
飲
酒
は
逆

効
果
で
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
と
上
手
に

付
き
合
い
ま
し
ょ
う
。

■
ア
ル
コ
ー
ル
の
作
用

　

ア
ル
コ
ー
ル
は
少
量
で
あ
れ
ば
気

持
ち
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
た
り
、
会

話
を
増
や
し
た
り
す
る
効
果
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
動
脈
硬
化
や
循
環
器

疾
患
予
防
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。
一

方
で
、
過
度
の
飲
酒
は
、
運
動
機
能

を
麻
痺
さ
せ
た
り
、
意
識
障
が
い
を

引
き
起
こ
す
危
険
性
も
あ
り
、
注
意

が
必
要
で
す
。

■
ア
ル
コ
ー
ル
と
健
康
障
が
い

　

ア
ル
コ
ー
ル
の
取
り
過
ぎ
は
体
へ

さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

 

・
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

 

・
肝
臓
疾
患
（
脂
肪
肝
、
ア
ル
コ
ー

　

ル
性
肝
炎
、
肝
硬
変
な
ど
）

 

・
消
化
管
疾
患
（
逆
流
性
食
道
炎
、

　

胃
炎
、
胃
潰
瘍
、
十
二
指
腸
潰
瘍

　

な
ど
）

 

・
す
い
臓
疾
患
（
急
性
す
い
炎
、
慢

　

性
す
い
炎
な
ど
）

 

・
が
ん
（
口
腔
、
咽
頭
、
食
道
、
肝

　

臓
、
大
腸
、
乳
な
ど
）

 

・
急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒　

な
ど

■
ア
ル
コ
ー
ル
の
適
量

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
通
常
の
ア
ル

コ
ー
ル
代
謝
能
力
を
有
す
る
日
本
人

に
お
い
て
は
、
節
度
あ
る
適
度
な
飲

酒
と
し
て
「
１
日
平
均
、
純
ア
ル
コ

ー
ル
で
20
グ
ラ
ム
程
度
で
あ
る
」
と

示
し
て
い
ま
す
。

■
上
手
な
飲
み
方

　
「
酒
は
飲
ん
で
も
、
飲
ま
れ
る
な
」

と
言
わ
れ
ま
す
。
健
康
を
守
る
た
め

に
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

 

・
休
肝
日
を
設
け
る…

休
肝
日
は
肝

　

臓
を
休
め
る
だ
け
で
な
く
、
ア
ル

　

コ
ー
ル
か
ら
取
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

　

節
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。
飲
ま
な

　

い
曜
日
を
決
め
る
な
ど
、
週
に
２

　

日
休
肝
日
を
設
け
ま
し
ょ
う
。

 

・
量
や
時
間
を
決
め
て
飲
む…

ビ
ー

　

ル
の
ジ
ョ
ッ
キ
や
酎
ハ
イ
な
ど
を

　

何
杯
も
飲
め
ば
、
摂
取
エ
ネ
ル
ギ

　

ー
は
高
く
な
り
ま
す
。
量
や
時
間

　

を
決
め
て
切
り
上
げ
る
こ
と
を
心

　

が
け
ま
し
ょ
う
。

 

・
つ
ま
み
に
注
意
す
る…

ア
ル
コ
ー

　

ル
が
入
る
と
食
欲
が
増
す
の
で
、　

　

カ
ロ
リ
ー
の
高
い
つ
ま
み
に
注
意

　

し
ま
し
ょ
う
。

 

・
家
族
、
友
人
、
同
僚
と
楽
し
く
飲

　

む…

一
人
で
飲
む
と
深
酒
に
な
り

　

が
ち
な
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

 

・
ア
ル
コ
ー
ル
の
強
い
お
酒
は
水
や

　

お
湯
で
薄
め
て
飲
む

健康 UP 大作戦 健康しまばら21
月4 休日の お医者さん歯医者さん

■ 当番医　　　診療時間 午前9時～午後6時

■ 当番歯科医　診療時間　午前9時～正午

※都合により変更となる場合があります

日 医 療 機  関 電話番号

７
日
（日）

日
（日）

日
（日）

日
（日）

４

月

注意しなくてはいけない脈の乱れ
胃 が ん と ピ ロ リ 菌
よく腹痛を訴える子ども
意外に気付かないイボ
歯 ぐ き の 色 の 変 化
ア フ タ ー ピ ル

柴 田 長 庚 堂 病 院
稲田整形外科医院
永 吉 医 院
堺 歯 科 医 院
松 岡 病 院
い と う 整 形 外 科
中 村 眼 科 医 院
徳 永 歯 科 医 院
木 下 内 科 医 院
西 村 ク リ ニ ッ ク
愛野ありあけ病院
小 嶺 歯 科 医 院
わたなべ内科クリニック
山口外科胃腸科医院
愛 野 記 念 病 院
森元歯科クリニック
かわはら内科胃腸科医院
水 田 小 児 科 医 院
高 城 病 院
松 本 医 院
松 本 歯 科 医 院
魚 住 医 院
石橋こどもクリニック
内 田 医 院
愛 野 記 念 病 院
末 吉 歯 科

中 堀 町
片 町
雲仙市吾妻町
雲仙市国見町
江 戸 丁
広馬場町
雲仙市愛野町
雲仙市国見町
中 野 町
下川尻町
雲仙市愛野町
雲仙市国見町
中安徳町
大手原町
雲仙市愛野町
有明町大三東
坂 上 町
親 和 町
中 野 町
雲仙市愛野町
有明町大三東
城内一丁目
新町一丁目
白 山 町
雲仙市愛野町
有明町大三東

64-1111

62-6355

38-2015

78-2744

62-2526

61-0110

36-1060

78-3105

64-5851

62-0888

36-0153

78-2366

62-1515

62-3200

36-0015

68-0017

62-5413

62-7177

62-3105

36-0053

68-3872

63-2286

65-0008

62-7733

36-0015

68-0150

月
火
水
木
金
土・日
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日
（月）

29

健康テレホンサービス

日
（金）

酎

【純アルコール 20g の例】

５
日
３

アルコールと上手に付き合おう！今月のテーマ

■有明保健センター（☎６８－５３３５）
■市保健センター（☎６４－７７１３）



公民館では各種講座を行っています
あなたも参加してみませんか
◆有明公民館
◆三会公民館
◆杉谷公民館
◆森岳公民館
◆霊丘公民館
◆白山公民館
◆安中公民館

（☎68－1101）
（☎62－4505）
（☎63－2231）
（☎63－2242）
（☎64－2023）
（☎63－2221）
（☎63－2253）

公民館
白山公民館の公民館講座

内　容

5月16日（木）19時30分から 布で作るコサージュ

6月13日（木）19時30分から メタボリックシンドローム予防の栄養と運動

7月18日（木）19時30分から 骨盤体操（骨盤を動かしてしなやかな体づくり）

8月22日（木）19時30分から 京都エトセトラ（京都に関する話と落語）

11月28日（木）19時30分から 薬膳茶菓（薬草を使ったお菓子づくりに挑戦！）

12月26日（木）19時30分から フラワーアレンジメント（正月に向けた作品に挑戦！）

1月23日（木）19時30分から メディカルアロマを知ろう

2月未定 終学旅行

開催予定日時

すぎたに女性学級 受講生募集

生け花教室

絵手紙教室

園芸教室

※日時や内容は変更になる場合があります

18平成25.4.

アドレス
http://www.city.shimabara.lg.jp/
life/pub/list.aspx?c_id=34#63

市ホームページで
市立公民館の情報をチェック！

・市立公民館の利用案内
・市立公民館の施設情報
・各種講座・イベント情報
・市立公民館のサークル情報
・市の社会教育活動報告
・公民館だより
　　　

平成 25 年度に開催する「すぎたに女性学級」
の受講生を募集します。

●応募要件　市内に在住する女性で、年間を
　　　　　　通して参加できる人
●募集人数　20 人
●受講料　　無料（材料が伴う場合は、実費
　　　　　　負担有り）
●申し込み・問い合わせ先　杉谷公民館

平成 25 年度 実施予定

料理教室

白山公民館では次の講座を開講します。たくさんの人とふれ
あいながら、あなたも楽しく学んでみませんか。
各講座とも受講料は無料 ( 材料代などは実費 ) で開講期間は
５カ月間です。
◎申込期限　4月 19 日（金）まで
◎申し込み・問い合わせ先　白山公民館

　花のある生活を楽しみましょう！
●と　き　　毎月第 2・4水曜日　10 時から
●ところ　　白山公民館
●募集人数　20 人

　世界に一枚しかないあなただけの絵手紙をつくってみませ
んか。
●と　き　　毎月第 2・4水曜日　13 時 30 分から
●ところ　　白山公民館
●募集人数　25 人

　花づくりの基礎や季節の寄せ植え・管理・
園芸用土の作り方を学べます。
●と　き　　毎月第 1・3木曜日　9時 30 分から
●ところ　　白山公民館
●募集人数　30 人

　気軽においしくできる料理を学べます。
●と　き　　毎月第 2木曜日　19 時 30 分から
●ところ　　白山公民館
●募集人数　20 人



Information

く
情
報の

■ 市役所本庁（代表）☎63-1111
■ 有明庁舎（代表）　☎68-1111
　 有明支所、産業振興部、
　 教育委員会、農業委員会、
　 水道局、文化・スポーツ
　 振興グループ
■ 電子メール
　info@city.shimabara.lg.jp

新着情報は市ホームページで確認を！
http://www.city.shimabara.lg.jp

し
ら　

　
募

集
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▼
申
し
込
み　
事
前
の
申
し
込
み
は
必

　
要
あ
り
ま
せ
ん
。
都
合
の
良
い
日
に

　
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い

▼
問
い
合
わ
せ
先　
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

　
振
興
グ
ル
ー
プ
（
☎
内
線
６
６
３
）

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
健
康
づ
く
り
や
仲

間
づ
く
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

秋
波
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ク
ル

▼
と
　
き　
毎
週
水
曜
日
と
木
曜
日　

　
10
時
か
ら

▼
と
こ
ろ　
島
原
文
化
会
館

▼
持
参
品　
飲
料
水
・
タ
オ
ル

※

４
月
３
日
㈬
は
ひ
ょ
う
た
ん
池
公
園

　
で
実
施
し
ま
す

※

雨
天
時
は
中
止
し
ま
す

の
ぎ
く
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ク
ル

▼
と
　
き　
４
月
５
日
㈮　
９
時
30
分

　
か
ら

▼
と
こ
ろ　
有
明
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
持
参
品　
飲
料
水
・
タ
オ
ル

※

雨
天
時
も
実
施
し
ま
す

さ
る
い
て
み
ゅ
う
会

▼
と
　
き　
４
月
４
日
㈭　
９
時
か
ら

▼
と
こ
ろ　
杉
谷
公
民
館

▼
持
参
品　
弁
当
・
飲
料
水
・
タ
オ
ル

※

雨
天
時
も
実
施
し
ま
す

歩
い
て
食
べ
よ
う
会

▼
と
　
き　
毎
週
金
曜
日　
９
時
30
分

　
か
ら

▼
と
こ
ろ　
島
原
文
化
会
館

▼
持
参
品　
タ
オ
ル
、
飲
料
水

※

雨
天
時
は
中
止
し
ま
す

問
い
合
わ
せ
先

　
市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
64
７
７
１
３
）

　
難
聴
者
の
た
め
に
そ
の
場
の
話
の
内

容
を
要
約
し
、
文
字
通
訳
す
る
奉
仕
員

の
養
成
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

▼
と
　
き

 

・
基
礎
課
程…

５
月
11
日
か
ら
７
月
６

　
日
ま
で
の
毎
週
土
曜
日
（
６
月
22
日

　
は
休
み
）　
10
時
か
ら
15
時
ま
で

 

・
応
用
課
程…

７
月
13
日
か
ら
８
月
10

　
日
ま
で
の
毎
週
土
曜
日　
10
時
か
ら

　
15
時
ま
で

▼
と
こ
ろ　
市
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
講
　
師　
県
難
聴
者
・
中
途
失
聴
者

　
協
会
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
全
国
要
約
筆
記
問
題

　
研
究
会
長
崎
県
支
部
、
島
原
要
約
筆

　
記
会
す
ま
い
る

▼
受
講
料　
無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ
ス 

　
ト
代
と
し
て
基
礎
課
程
１
５
０
０
円
、

　
応
用
課
程
１
８
０
０
円
が
必
要
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
社

　
会
福
祉
協
議
会
（
☎
63
３
８
５
５
）

　
耳
や
言
葉
の
不
自
由

な
人
が
、
外
出
先
で
電

話
連
絡
な
ど
の
必
要
が
生
じ
た
際
に
、

用
件
や
連
絡
な
ど
を
書
い
て
近
く
の
人

に
協
力
を
お
願
い
す
る
た
め
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
用
具
と
し
て
「
電
話
お

願
い
手
帳
」
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
手
帳
は
、
例
え
ば
救
急
車
を
呼

　
市
民
の
健
康
増
進
を
図
り
、
長
崎
が

ん
ば
ら
ん
ば
国
体
の
機
運
を
高
め
る
た

め
に
、
が
ん
ば
ら
ん
ば
体
操
教
室
を
開

催
し
ま
す
。　

▼
と
　
き　
毎
月
第
４
金
曜
日　
15
時

　
か
ら
16
時
ま
で

 

・
実
施
日…

４
月
26
日
、
５
月
24
日
、　

　
６
月
28
日
、
７
月
26
日
、
８
月
23
日
、

　
９
月
27
日
、
10
月
25
日
、
11
月
22
日
、

　
12
月
27
日
、
平
成
26
年
１
月
24
日
、

　
２
月
28
日
、
３
月
28
日

▼
と
こ
ろ　
島
原
市
霊
丘
公
園
体
育
館
・

　
弓
道
場
（
４
月
〜
平
成
26
年
２
月
）、

　
市
立
有
馬
武
道
館
（
３
月
）

▼
服
　
装　
運
動
の
で
き
る
服
装

が
ん
ば
ら
ん
ば
体
操
教
室

参
加
者
募
集

要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
講
座

受
講
生
募
集

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ク
ル

参
加
者
募
集

ら
知
お

せ

「
電
話
お
願
い
手
帳
」

を
差
し
出
さ
れ
た
ら
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Informationくらしの情報

　

人
な
ど

▼
持
参
品　

障
害
者
手
帳
、
印
鑑

▼
受
付
開
始
日　

４
月
１
日
㈪
か
ら

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
祉
保
健

　

総
務
グ
ル
ー
プ
福
祉
班
（
☎
内
線
２

　

７
３
）
ま
た
は
有
明
支
所
（
☎
内
線

　

５
０
６
）

島
原
市
奨
学
金

▼
貸
付
対
象
学
校
と
貸
付
月
額

 

・
高
等
学
校
（
専
修
学
校
の
高
等
課
程

　

お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る
課
程
）…

 

１

　

万
５
０
０
０
円

 
・
高
等
学
校
以
外
（
大
学
・
短
大
・
高

　

等
専
門
学
校
・
専
修
学
校
な
ど
）…

 

　

２
万
５
０
０
０
円
※

貸
し
付
け
は
無
利
子
で
す

▼
対
象
者　

次
の
事
項
を
す
べ
て
満
た

　

す
人

①
本
人
ま
た
は
扶
養
者
が
市
内
在
住
で

　

あ
る
こ
と

②
高
校
、
大
学
な
ど
に
在
学
す
る
人
（
専

　

修
学
校
な
ど
は
２
年
以
上
の
課
程
に

　

修
業
す
る
人
）

③
経
済
的
理
由
で
、
修
学
が
困
難
な
人

④
学
業
成
績
が
良
好
で
、
品
行
方
正
な

　

人
⑤
日
本
学
生
支
援
機
構
・
長
崎
県
育
英

　

会
な
ど
の
奨
学
生
で
は
な
い
こ
と

▼
受
付
期
限　

６
月
28
日
㈮
ま
で

▼
申
込
方
法　

教
育
総
務
グ
ル
ー
プ
ま

　

た
は
市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ
に
備
え
付

　

け
の
願
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、　

　

必
要
な
書
類
を
添
え
て
教
育
総
務
グ

　

ル
ー
プ
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い

※

願
書
な
ど
は
市
教
育
委
員
会
の
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

　

こ
と
が
で
き
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ
先　

教
育
総
務
グ
ル
ー

　

プ
（
☎
内
線
６
２
１
）

長
崎
県
育
英
会
奨
学
金

▼
貸
付
対
象
学
校
と
貸
付
月
額
（
高
校

　

生
を
除
く
）

 

・
国
公
立
大
学
な
ど…

４
万
１
０
０
０

　

円

 

・
私
立
大
学
な
ど…

４
万
７
０
０
０
円

※

貸
し
付
け
は
無
利
子
で
す

※

高
校
生
は
在
学
校
へ
問
い
合
わ
せ
て

　

く
だ
さ
い

▼
対
象
者　

次
の
事
項
を
す
べ
て
満
た

　

す
人

①
県
内
に
住
所
を
有
す
る
人
の
子
な
ど

②
大
学
な
ど
（
大
学
、
短
期
大
学
、
専

　

修
学
校
な
ど
）
に
在
学
し
て
い
る
人

③
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難
で
、

　

か
つ
人
物
、
学
業
と
も
奨
学
生
と
し

　

て
ふ
さ
わ
し
い
人

④
日
本
学
生
支
援
機
構
の
奨
学
生
で
は

　

な
い
こ
と

▼
受
付
期
限　

４
月
26
日
㈮
ま
で

▼
申
込
方
法　

教
育
総
務
グ
ル
ー
プ
ま

　

た
は
市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ
に
備
え
付

　

け
の
願
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、　

　

必
要
な
書
類
を
添
え
て
教
育
総
務
グ

　

ル
ー
プ
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い

※

願
書
な
ど
は
長
崎
県
育
英
会
の
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

　

こ
と
が
で
き
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ
先　

教
育
総
務
グ
ル
ー

　

プ
（
☎
内
線
６
２
１
）
ま
た
は
長
崎

　

県
育
英
会
（
☎
０
９
５
ー
８
２
４
ー

　

７
５
０
１
）

　

市
で
は
、
合
併
後
相
当
の
期
間
が
経

過
し
た
こ
と
や
県
の
農
業
振
興
地
域
整

備
基
本
方
針
の
変
更
な
ど
を
受
け
て
、

今
後
の
農
業
振
興
な
ら
び
に
効
率
的
な

土
地
利
用
を
図
る
た
め
、
農
業
振
興
地

域
整
備
計
画
の
見
直
し
作
業
を
行
っ
て

い
ま
し
た
が
、
平
成
25
年
３
月
15
日
で

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
見
直
し
が

完
了
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
伴
い
、
一
時
中
断
し
て
い
ま

し
た
個
別
の
農
振
除
外
申
請
な
ど
の
受

付
を
、
平
成
25
年
４
月
よ
り
再
開
し
ま

す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

産
業
政
策
グ
ル
ー

　

プ
企
画
調
整
班
（
☎
内
線
５
６
１
）

ぶ
場
合
な
ど
緊
急
時
に
使
用
す
る
と
き

や
筆
談
の
時
の
メ
モ
用
紙
と
し
て
も
使

用
さ
れ
ま
す
。

　

手
帳
を
提
示
さ
れ
た
と
き
は
、
代
わ

り
に
電
話
を
か
け
る
な
ど
の
お
手
伝
い

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
手
帳
は
、
福
祉
保
健
総

務
グ
ル
ー
プ
と
有
明
支
所
の
窓
口
で
配

布
し
て
い
ま
す
の
で
、
耳
や
言
葉
の
不

自
由
な
人
は
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
配
布
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
祉
保
健

　

総
務
グ
ル
ー
プ
福
祉
班
（
☎
内
線
２

　

７
３
）
ま
た
は
有
明
支
所
（
☎
内
線

　

５
０
６
）

▼
対
象
者　

市
内
在
住（
在
宅
）の
人
で
、

　

自
分
で
運
転
を
行
な
わ
ず
、
次
の
い

　

ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
療
育
手
帳
所
持
者

②
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
所

　

持
者

③
身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者
で
、
次
の

　

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

 

・
１
級
ま
た
は
２
級
で
車
い
す
を
常
用

　

し
て
い
る
人

 

・
通
院
に
よ
り
人
工
透
析
を
受
け
て
い

　

る
人

 

・
視
覚
障
害
１
級
で
ひ
と
り
暮
ら
し
の

奨
学
金
の
貸
し
付
け

重
度
心
身
障
害
者
福
祉

タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
交
付

 

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の

全
体
見
直
し
完
了
に
つ
い
て
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くらしのらしの情報情報くらしの情報

▼
と　

き　

４
月
27
日
㈯　

９
時
30
分

　

か
ら
11
時
ま
で

▼
と
こ
ろ　

島
原
農
業
高
校

▼
内　

容

 

・
農
産
物
、
野
菜
苗
、
花
苗
、
ケ
ー
キ

　

や
ス
ー
プ
生
姜
め
ん
な
ど
加
工
品
の

　

販
売

 

・
動
物
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー

 

・
生
活
福
祉
科
生
徒
実
習
品
販
売

 

・
和
太
鼓
演
奏

▼
問
い
合
わ
せ
先　

島
原
農
業
高
校
（
☎

　

62
５
１
２
５
）

平
成
25
年
度
諫
早
年
金
事
務
所
の

出
張
相
談
日
程

　

平
成
25
年
度
の
諫
早
年
金
事
務
所
に

よ
る
出
張
年
金
相
談
の
日
程
が
決
ま
り

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
相
談
日　

４
月
17
日
㈬
、
５
月
15
日

　

㈬
、
６
月
19
日
㈬
、
７
月
17
日
㈬
、　

　

８
月
21
日
㈬
、
９
月
18
日
㈬
、
10
月

　

16
日
㈬
、
11
月
20
日
㈬
、
12
月
18
日

　

㈬
、
平
成
26
年
１
月
22
日
㈬
、
２
月

　

19
日
㈬
、
３
月
19
日
㈬

▼
と
こ
ろ　

市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ

▼
募
集
人
数　

各
回
20
人

▼
申
込
方
法　

相
談
開
設
日
の
10
日
前

　

ま
で
に
年
金
相
談
受
付
票
に
よ
る
予

　
約
（
電
話
予
約
可
）
を
し
て
く
だ
さ
い

平
成
25
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

　

平
成
25
年
４
月
分
か
ら
の
国
民
年
金

の
保
険
料
は
、
60
円
引
き
上
げ
ら
れ
て

１
万
５
０
４
０
円
に
な
り
ま
す
。
保
険

料
の
納
付
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
送

付
さ
れ
る
納
付
書
に
よ
り
全
国
の
金
融

機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど

で
で
き
る
ほ
か
、
口
座
振
替
納
付
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
納
付
や
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
も
納
付
で
き
ま
す
。

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
稼
働
中

　

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
の
履
歴
や
年

金
額
を
確
認
し
た
い
人
は
、
印
鑑
お
よ

び
本
人
確
認
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許

証
、
保
険
証
な
ど
）
を
国
民
年
金
班
ま

で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ
国
民
年
金
班
（
☎

内
線
２
３
２
）

お
ゆ
ず
り
し
ま
す

　

国
見
高
校
女
子
制
服
（
夏
冬
・
上
下
、

Ｌ
サ
イ
ズ
）、
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド

お
ゆ
ず
り
く
だ
さ
い

　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

　

詳
し
く
は
、
生
活
安
全
グ
ル
ー
プ
市

民
相
談
セ
ン
タ
ー（
☎
内
線
１
８
４
）へ
。

　

４
月
１
日
か
ら
育
成
医
療
と
未
熟
児

に
関
す
る
窓
口
が
、
県
か
ら
市
に
変
わ

り
ま
す
。

　

申
請
書
の
受
付
な
ど
は
、
次
の
担
当

グ
ル
ー
プ
と
な
り
ま
す
。

▼
育
成
医
療　

身
体
に
障
が
い
の
あ
る

　

子
ど
も
に
対
す
る
育
成
医
療
の
給
付

　

な
ど…

福
祉
保
健
総
務
グ
ル
ー
プ
福

　

祉
班
（
☎
内
線
２
７
３
）

▼
養
育
医
療　

養
育
医
療
（
未
熟
児
が

　

対
象
）
の
給
付
な
ど…

こ
ど
も
支
援

　

グ
ル
ー
プ
こ
ど
も
家
庭
班
（
☎
内
線

　

２
７
８
）

▼
未
熟
児
の
訪
問
・
指
導　

市
保
健
セ

　

ン
タ
ー
（
☎
64
７
７
１
３
）

　

４
月
１
日
か
ら
、
平
成
25
年
度
の
土

地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
を
公
開
し

ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
市
内
に
土
地
・
家
屋

を
所
有
す
る
固
定
資
産
税
の
納
税
者
が
、

他
の
土
地
・
家
屋
の
価
格
と
比
較
す
る

こ
と
に
よ
り
、
本
人
所
有
の
資
産
の
評

価
が
適
正
で
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
で

き
る
制
度
で
す
。

　

平
成
25
年
度
は
価
格
の
据
置
年
度
で

す
の
で
、
昨
年
中
に
新
・
増
築
な
ど
し

た
家
屋
お
よ
び
地
目
変
更
な
ど
が
あ
っ

た
土
地
が
価
格
の
見
直
し
と
な
り
ま
す
。

▼
縦
覧
期
間　

４
月
１
日
㈪
か
ら
５
月

　

31
日
㈮
ま
で
（
土
曜
日
・
日
曜
日
・

　

祝
日
は
除
く
）　

８
時
30
分
か
ら
17

　

時
15
分
ま
で

▼
縦
覧
場
所　

税
務
グ
ル
ー
プ
固
定
資

　

産
税
班

▼
縦
覧
で
き
る
人　

土
地
ま
た
は
家
屋

　

を
所
有
す
る
固
定
資
産
税
の
納
税
者

▼
縦
覧
で
き
る
内
容

 
・
土
地…

所
在
、
地
番
、
地
目
、
地
積
、

　

価
格

 
・
家
屋…

所
在
、
家
屋
番
号
、
種
類
、　

　

構
造
、
床
面
積
、
価
格

▼
問
い
合
わ
せ
先　

税
務
グ
ル
ー
プ
固

　

定
資
産
税
班
（
☎
内
線
１
７
３
）

　

島
原
大
変
遭
難
者
の
ご
冥
福
と
、
眉

山
の
治
山
を
祈
念
し
て
、
慰
霊
祭
が
行

わ
れ
ま
す
。

▼
と　

き　

４
月
７
日
㈰　

10
時
か
ら

▼
と
こ
ろ　

眉
山
治
山
祈
念
公
苑
（
総

　

合
運
動
公
園
内
）

▼
問
い
合
わ
せ
先　

眉
山
治
山
祈
念
公

　

苑
保
勝
会
事
務
局
（
島
原
温
泉
観
光

　

協
会
内
☎
62
３
９
８
６
）

島
農 

春
の
市

 

育
成
医
療
と
未
熟
児
に
関
す
る

担
当
窓
口
が
変
わ
り
ま
す

固
定
資
産
税
（
土
地
・
家
屋
）

価
格
等
帳
簿
の
縦
覧

島
原
大
変
遭
難
者
慰
霊
祭

国
民
年
金
コ
ー
ナ
ー

換
交
の
品
要
不
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くらしの情報

し ま ば ら
食 育 レ シ ピ

① わかめ ～旬を味わおう～

わかめカツ エネルギー：281kcal  たんぱく質：15.1ｇ
脂質：17.8ｇ　食塩：1.2ｇ

●  狂 犬 病 予 防 注 射  ●

｝

　犬（生後 91 日以上）を飼っている人は、犬
を登録し、その犬に毎年１回狂犬病予防注射を
受けさせるよう法律で定められています。
　市では、次の日程で、犬の登録および狂犬病
予防注射を実施します。
　都合の悪い人は、最寄りの動物病院で接種後、
「注射済証」を環境グループまで持参し、注射
済票の交付を受けてください。（注射済票交付
手数料 550 円が必要です）
◎手数料（１頭当たり）
 ・登録済みの犬　3050 円（注射代＋注射済票
　交付手数料）
 ・未登録の犬　　6050 円（登録手数料＋注射
　代＋注射済票交付手数料）
◎注　意　
 ・食欲、元気がない、妊娠・授乳・治療中の場
　合は、注射前に獣医師に申し出てください
 ・注射当日は犬を制御できる人が連れてきてく
　ださい。また、犬のフンは飼い主が責任を持っ
　て処理してください
◎問い合わせ先　環境グループ衛生保全班（☎
　内線１９２）

わかめでボリュームアップ
揚げ物は高カロリーですが、わかめでかさ増しして
ボリュームアップ。メタボが気になる方にオススメ
です。

わかめのヌメヌメで健康アップ
わかめなどの海藻に含まれるヌメヌメの成分は、
がん予防効果や血糖値の上昇を緩やかにする作用が
あります。

豚ロース（4mm厚さ）
塩
こしょう
塩わかめ（戻して）
　小麦粉
　卵　　　　　A
　水
パン粉
揚げ油

8枚
少々
少々
40g
40g
1 個

大さじ 1
適量
適量

①豚肉に軽く塩・こしょうをし、戻したわかめをのせ、
　もう 1枚の豚肉を重ねてわかめを肉で包み込む。

②①を混ぜ合わせたAにくぐらせ、パン粉をつけ、
　油でこんがりと揚げる。

※お好みでポン酢をかけていただく

材　料 分量
（４人分） 作り方

レシピ提供：島原市食生活改善推進員協議会

期　日 時　間 会　場
4月14日（日） 9:30～12:00 市役所大手浜駐車場

10:00～10:15 長貫公民館
10:40～11:30 三会農村環境改善センター
13:30～13:50 下折橋町集合避難施設
14:20～15:00 杉谷公民館
10:00～10:30 市医師会看護学校
10:50～11:05 霊丘公民館
13:30～14:00 白山公民館
10:00～10:35 第二中学校体育館横
11:00～11:15 外港公園（下川尻公民館前）
13:30～14:30 安中公民館
10:00～10:30 松尾駅前
10:50～11:10 東小路公民館
13:30～13:45 川内公民館
14:10～14:40 戸切公民館
10:00～10:15 浜東公民館
10:30～10:55 神木公民館
11:15～11:45 城之尾公民館
14:00～15:00 有明公民館前駐車場

4月15日（月）

4月16日（火）

4月17日（水）

4月18日（木）

4月19日（金）
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開館時間…10：00～18：00（金曜日は20時まで）
4月の休館日… 1日㈪・8日㈪・15日㈪・22日㈪・30日㈫・5月1日㈬

 
開館時間…9：00～18：00

4月の休館日… 2日㈫・9日㈫・16日㈫・23日㈫・30日㈫・5月1日㈬　　　　　　   

新刊図書紹介 ４月の催し

「正義のセ １」
阿川 佐和子  著　　角川書店

「一 路」上・下

■「蘭陵王の恋」 

■「玉磨き」

■「桜ほうさら」

■「パン屋を襲う」

平岩 弓枝 著　文藝春秋

三崎 亜記 著　幻冬舎

宮部 みゆき 著　ＰＨＰ研究所

村上 春樹 著　新潮社

島原図書館（☎64－4115）

有明図書館（☎68－5808）
図書館
通信

　４月の市民相談は、次の日程で市民相談センター（☎内
線184）で行ないます。なお、行政相談のみ有明福祉セン
ターでも受け付けます。
◆行政相談（行政相談委員）
　〈市民相談センター〉
　　４月２日㈫･９日㈫･16日㈫   　    13：00～16：00
　〈有明福祉センター〉　４月３日㈬　  13：00～16：00
◆人権相談（人権擁護委員）
　　４月３日㈬ 　　  　　　　　　　  13：00～16：00
◆不動産に関する相談（宅建協会）
　　４月15日㈪　　　  　　　　　　 13：00～16：00
◆弁護士法律相談（弁護士）【要予約】
　　４月18日㈭　　　　　  　　　　 13：00～16：00
◆公証人法律相談（島原公証役場公証人）
　　４月24日㈬ 　　　　  　　　　　13：00～16：00
◆交通事故巡回相談（県交通事故相談員）
　　４月25日㈭　　　  　　　　　　 10：00～16：00
◆一般相談（市相談員）
　　土曜日・日曜日・祝日を除く毎日　8：30～17：15

　子どもの頃から正義感が強かった凛々
子は、念願の検事になり意欲に燃えるも
のの苦戦の連続。周囲に支えられながら
ひとつずつ難問に挑むが、ついにある大
失態をおかして…。

浅田 次郎  著　　中央公論新社
　いざ、江戸見参の道中へ。小野寺一路
19歳。父の不慮の死を受け御供頭を継
いだ若者は、家伝の「行軍録」を唯一の
手がかりに、江戸への参勤交代を取り仕
切る。

■ おはなしのじかん

■ おはなしのじかん 0.1.2
■ たんぽぽおはなし会
■ 郷土史を学ぼう会　「神習処　できて百五十年」
　「深溝世紀 忠和公編」

　　　　6日㈯・13日㈯・20日㈯　
11:00 ～

　　　　　24日㈬　11:00 ～
　　　　　27日㈯　11:00 ～

　　　　　27日㈯　14:00 ～

■ ちいさなおはなしかい
■ こんねクイズにチャレンジ
　 ～図書館や本に関するクイズを解いて、全問正解
　　を目指そう～
■ 春のスペシャルおはなし会
　 ～「こんね」の皆さんによるおはなし会 ～

有明図書館
13 日㈯　14:30 ～

24日㈬～ 5月 12日㈰

27日㈯　14:30 ～

島原図書館

市民相談センターのご案内
　スポーツなど団体活動中の万一の事故に備えて、ス
ポーツ安全保険への加入をおすすめします。
●対象団体　スポーツ活動や文化活動、ボランティア
　活動、地域活動などを行う５人以上の団体
●保険期間　加入手続き日の翌日から平成 26 年３月
　31 日まで
●問い合わせ先  文化・スポーツ振興グループ（☎内
　線６６３）

スポーツ安全保険へ加入を

◎図書館のホームページで蔵書の検索ができます
島原図書館・有明図書館ホームページアドレス
http://www.shimabara-city-libraries.jp/

死  亡 入  院 通  院
（後遺障害） （日  額） （日  額）

2000万円
（3000万円）

2000万円
（3000万円）
600万円
（900万円）

1500円

1500円4000円

対象となる団体 掛 金
（１人年額）

傷害保険（補償金額）

子どものグループ
（中学生以下）
文化活動団体
（高校生以上）
成人のスポーツ団体
（高校生以上）

800円 4000円

1000円1800円

1850円

1000円65歳以上



◆市ホームページアドレス
　  http://www.city.shimabara.lg.jp/
◆島原市の人口（３月１日現在） 
　人　口 　４８，３１１人　  （前月比 －４４）　　　　
　　男　　 ２２，４０３人 　 （前月比 －２８）
　　女　　 ２５，９０８人 　 （前月比 －１６）
　世帯数　 １９，１６２世帯  （前月比 －　９）
　出生 71 件　死亡 61 件　転入 69 件　転出 71 件

◆携帯電話版市ホームページ
　携帯電話版の市ホームペー
ジも開設しています。ＱＲコード
対応機種の携帯電話では、左の
コードからアクセスしてくださ
い。また、ＵＲＬを直接入力して
もアクセスできます。

    URL http://www.city.shimabara.lg.jp/m/

◆
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・
発
行
／
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◆
毎
月
１
日
発
行

よしもと新喜劇 ＆ バラエティ島原市自主文化事業

「よしもと新喜劇」が島原にやってくる！

▶入場料　３５００円（当日４０００円）　
　　　　　※３歳以上はチケットが必要
▶チケット発売開始　４月 13日（土）から
▶チケット取り扱い
　島原文化会館、有明総合文化会館、ながせや
中堀町店、横浜屋、島原ショッピングモールウィ
ルビー、島原市民劇場、ローソン各店、セブン
イレブン各店
▶問い合わせ先　島原文化会館（☎ 62-2111）
　文化・スポーツ振興グループ（☎ 68-5474）

チャーリー浜 内場 勝則 島田 珠代

もりやす
バンバンビガロ

ひのひかり智 メガモッツ

レモンティー

5 19 日
島原文化会館

14時開演

出演者（予定）
新喜劇／内場勝則、チャーリー浜、島田珠代ほか
バラエティ／レモンティー
　　　　　　メガモッツ
　　　　　　ひのひかり智
　　　　　　もりやすバンバンビガロ

ご協力いただいたコンビニエンスストア各店

ファミリーマート 有明湯江店 セブンイレブン 島原原口町店

ファミリーマート 島原有明店 セブンイレブン 島原北門町店

ファミリーマート グリーンロード店 セブンイレブン 島原城見町店

ファミリーマート 島原本町店 セブンイレブン 島原下川尻町店

ファミリーマート 城下町店 ローソン 島原大手原町店

ファミリーマート 島原港店 「広報しまばら」は、コンビニエンス
ストアのほか、市役所本庁舎、有明
庁舎、各地区公民館、保健センター、
図書館などにも設置しています

ファミリーマート 島原大下店

ファミリーマート 島原アリーナ店

　広報しまばらは、町内会・自治会、婦人会、育
友会など多くの配布協力者により、各家庭へ配布
されています。
　広報しまばらが届かない人や市外から訪れる人
に手に取っていただけるよう、24 時間気軽に立
ち寄ることができる市内コンビニエンスストアに
も設置することにしましたのでお知らせします。
▶設置日　毎月１日ごろを目安に設置（今月号から）
▶問い合わせ先　政策企画グループ秘書広報班
　　　　　　　　（☎ 63-1111　内線 124）

「広報しまばら」がコンビニに

寿 一実

チケット詳細
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